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ア ン ケ ー ト 結果

沖 縄社会の越境的 ネ ッ ト ワ ー ク 化

- 「第 4 回世界の ウ チナー ン チ ュ 大会」 参加者を 対
象 と し た ア ン ケ ー ト 調査 第 1 次集計結果一

［調査の趣 旨】
沖縄県が 5 年 毎 に 主 催 す る 「世界の ウ チ ナ ー ン

チ ュ 大会」 は 4 回 目 を 迎 え 、 2006年10月 、 過去最大
の 参加者数 （世界21 カ 国か ら 約4, 900人） を も っ て 開
催 さ れた。

世 界 中 に 広がる 移民 と その子孫の人 々 、 国 内 各地
に 在住す る 人 々 、 そ し て地元の人 々 が 「 ウ チ ナ ー ン
チ ュ」 を キ ー ワ ー ドに集い交流す る と い う イ ベ ン ト
は 、 他の都道府県、 さ ら に 世界 に視野 を 広 げて み て
も 類 を 見 な いユニ ー ク な も の であ り 、 現代世界 に お
い て 活発化す る 越境的な 人の移動 と 社会のあ り 方 と
を 考 え て い く 上で も 無視で き な い も の であ る 。 し か
し 、 こ の大会 に 開する 定最的 な学術調査 ・ 研究 は 第
3 回大会 ま で ほ と ん ど行われて こ な か っ た。

今回の大会で は、 沖縄系の 人 々 の国境 を 越 え た 移
動 と ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に関心を 持つ琉球大学の研
究 者 グ ル ー プ と 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実
行委員 会が合 同 で、 大会参加 者 を 対 象 と し て ア ン
ケ ー ト 調査 を 行 っ た。 こ れ は参加者 に よ る 大会の評
価、 今後の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 向 け て の展 望 な ど
を 問 い、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 世界的 な ネ ッ ト ワ ー ク が
さ ら に 深 ま る た め の 課題 を 明 ら か に し よ う と す る も
の であ る 。

［調査の概要】
調査は ア ン ケ ー ト 用紙 を 用 い て行 っ た。 主 な 質問

項 目 は、 (1 ) 回答者の属 性 に 関 す る も の （生年、 性別、
国籍、 移民何世代 目 に あ た る か な ど） 、 （2) 第 4 回 世
界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 に 関 す る も の （満足度、 今
後の継続 に つ い て の 意見 、 大会の成果 な ど） 、 （3) 今
後の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 関す る も の （交流 を 深 め
る べ き 分野 に つ い て の 意見 な ど） であ る 。

本 日 は 第 1 次集計の結果 と し て、 主 な 質問項 目 の
単純集計結果 を 中心 に報告す る 。 今後、 参加者 の 出
身 地 別 の 集計や 自 由 回 答 の 分析 を 行い 、 報告書 を 刊
行す る 予定であ る 。 調 査デー タ は沖縄県 と 琉球大学
の 研究 者 グ ル ー プ で 共 有 し 、 よ り よ い 国 際 交 流 や
ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 向 け た 政策 と 提言 に 生 か し て
い く 。

ア ン ケ ー ト 用紙は 日 本語、 英語、 ス ペ イ ン 語、 ポ
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ル ト ガル語の 4 言語で準備 し 、 大 会 の 開 会式 に 参加
し た 人 々 に配布 し た 。 さ ら に 、 調 査 員 が大会会場、
主な宿泊施設、 空港の ロ ビ ー な どで 、 ア ン ケ ー ト の
記入 を呼びか けた。 回収調査票は757票 (12月 12 日 現
在） で、 大会参加者数 を 母数 と す る 回 収率 は約15%
であ る 。 言語別 の 内訳は 日 本語164票、 英語452票、
ス ペ イ ン 語79票、 ポ ル ト ガ ル 語62票 で あ る 。
［第 1 次集計の結果 か ら 見 え て き た こ と 】
(1) 「第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 へ の き わめ

て高い満足度、 継続への 大 き な 期待
(2) 浮 か び上がる ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の課題

① ビ ジ ネ ス 交流 に 残 さ れ た 課題
② 次世代 の 人材育成 ー ネ ッ ト ワ ー ク の担 い 手 を

どの よ う に 育 む か



■表 A 1 回収場所 ・ 方法別 お よ び回収 日 別 に み た 回収状況

回収場所 ・ 方法 1 0/ 1 2 1 0/ 1 3  1 0/14 1 0/1 5 

大会会場 ゜ ゜ ゜ 184 

ホ テ ル ゜ ゜ ゜ ゜
空港 （国 内線） ゜ ゜ ゜ ゜
空港 （国際線） ゜ ゜ ゜ ゜
大 会事務局 ゜ ゜ ゜ ゜
郵 送 ゜ ゜ ゜ ゜
フ ァ ク シ ミ リ ゜ ゜ ゜ ゜
E メ ー ル ゜ ゜ ゜ ゜
個人的 に 依頼 4 ゜ ゜ 1 

ムロ 計 4 ゜ ゜ 185 

資料 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： 回収済み調査 票 は 合計757票。

1 0/1 6 1 0/17 ゜ ゜
161 54 

27 24 ゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜
8 ゜

196 78 

■表 A 2 回 収場所 ・ 方法別 お よ び回収言語別 に み た 回収状況

回収場所 ・ 方法 日 本語 英 語

大 会 会場 56 94 

ホ テ ル 3 1  171 

空港 （国 内線） 21 22 

空港 （ 国 際線） 15 102 

大 会事務局 32 33 

郵 送 5 25 

フ ァ ク シ ミ リ 1 ゜
E メ ー ル ゜ ゜
個 人 的 に 依頼 3 5 

合 計 164 452 

資 科 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： 回収済み調査票 は 合計757票。

スペイ ン語

21 

22 

14 

1 

5 

1 

7゚ 

8 

79 

l4 l  

1 0/1 8 1 0/1 9 1 0/20 
合 計以降゜ ゜ ゜ 184 

39 ゜ 3 257 

10 ゜ ゜ 61 

41 77 ゜ 118 ゜ ゜ 82 82 ゜ ゜ 31 31 ゜ ゜ 1 1 ゜ ゜ 7 7 

1 ゜ 2 16 

91 77 126 757 

ポル ト ガル語 合 計

13 184 

33 257 

4 61 ゜ 118 

12 82 ゜ 31 ゜ 1 ゜ 7 ゜ 16 

62 757 



■表 B 1 全回収調査票の骰問 別 に み た 回 答の特徴

選択 骰問 有効回答 無記入 記入漏れ
湛択肢 1 つ そ の他
這 ぷ べ き を （記号＝

種別 薔号 （記号＝ 0 ) （記号＝ 1 ) （記号＝ 2 ) 複数選択
（記号＝ 3 ) 4 )  

Q 1 739 12 6 ゜ ゜
単数 Q 2 714 35 6 1 1 

単数 Q 5  713 35 ゜ ゜ ， 
単数 Q 6 723 26 ゜ 8 ゜
単数 Q 7  713 34 ゜ 10 ゜
単数 Q 8 717 37 ゜ 1 2 

複数 Q 9  732 25 ゜ ゜ ゜
複数 Q lO 716 26 ゜ ゜ 15 

複数 Q l l  718 39 ゜ ゜ ゜
Q l2 566 99 69 ゜ 23 

単数 Q l3 713 37 ゜ 7 ゜
複 数 Q 15 724 33 ゜ ゜ ゜
単数 Q l6 714 42 ゜ 1 ゜
単数 Q l7 668 . 85 ゜ 3 1 

単数 Q l8 687 64 ゜ 3 3 

複数 Q l9 690 67 ゜ ゜ ゜
単数 Q20 639 113 ゜ ゜ 5 

沢 科 ： ［ 第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査

■表 B 2 有効回答調査票の骰問別 に み た 有効回答率
I 選択肢 1 つ

選択 骰問 ： 有効回答 無記入 記入漏れ 這ぷぺ き を そ の他
種別 番号 ： （記号＝ 0 ) （記号＝ 1 ) （記号＝ 2 ) 複数選択 （記号＝ 4 ), （記号＝ 3 )

Q 1 : 738 6 6 ゜ ゜
単 数 Q 2 舶 714 28 6 1 1 

単 数 Q 5  713 28 ゜ ゜ ， 
単 数 Q 6  723 19 ゜ 8 ゜
単 数 Q 7  713 27 ゜ 10 ゜
単 数 Q 8  717 30 ゜ 1 2 

複数 Q 9  732 18 ゜ ゜ ゜
複数 Q lO 716 19 ゜ ゜ 15 

複 数 Q l l  718 32 ゜ ゜ ゜
Q l2 566 92 69 ゜ 23 

単 数 Q l3 1 712 31 ゜ 7 ゜
複 数 Q l5 724 26 ゜ ゜ ゜
単 数 Q l6 714 35 ゜ 1 ゜
単数 Q l7 668 78 ゜ 3 1 

単 数 Q l8 687 57 ゜ 3 3 
複 数 Q l9 690 60 ゜ ゜ ゜
単数 Q20 639 106 ゜ ゜ 5 

エ ラ ー
合計

18 

43 

44 

34 

44 

40 

25 

4 1  

39 

191 

44 

33 

43 

89 

70 

67 

1 18 

有効回答
合計

738 

720 

713 

723 

713 

717 

732 

716 

718 

566 

712 

724 

714 

668 

687 

690 

639 
昨 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 閾査

注 ： Q 2 に つ い て は 、 「布効回笞 （記号＝ 0 ) 」 に 加 え 「記入漏れ （記号 ＝ 2 ) 」 も 有効回 笞 と し た。
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エ ラ ー 回収調査
率 票の合計

2. 4 %  757 

5. 7% 757 

5 . 8% 757 

4 . 5% 757 

5. 8% 757 

5. 3% 757 

3. 3% 757 

5. 4 %  757 

5. 2% 757 

25. 2% 757 

5 . 8 %  757 

4 . 4% 757 

5. 7% 757 

1 1 . 8% 757 

9. 2% 757 

8. 9% 757 

15. 6% 757 

有効回答 回収調査
率 票の合計

98. 4 %  750 

96. 0% 750 

95. 1 %  750 

96. 4 %  750 

95. 1 %  750 

95. 6 %  750 

97. 6 %  750 

95. 5% 750 

95. 7% 750 

75. 5% 750 

94 . 9% 750 

96 . 5% 750 

95. 2% 750 

89. 1 %  750 

91 . 6% 750 

92 . 0% 750 

85. 2 %  750 



■表 B 3 有 回 答 エ ラ ー 数別 に み た 調 査 票数

エ ラ ー 数
エ ラ ー エ ラ ー 調査票

累計数 累計構成比
調査票数 構成比゜ 389 51 . 5% 389 51 . 4 % 

1 208 27. 5% 597 78. 9% 
2 65 8. 6% 662 87. 5% 
3 30 4 . 0% 692 91 . 4 %  
4 13 1 .  7% 705 93. 1% 
5 6 0. 8% 711 93 . 9% 
6 7 0. 9% 718 94 . 8% 
7 4 0. 5% 722 95. 4% 
8 ， 1 . 2% 731 96. 6% 
， 5 0. 7% 736 97. 2% 
10 4 0. 5% 740 97. 8% 
1 1  1 0. 1 %  741 97. 9% 
12 3 0. 4 %  744 98. 3% 
13 2 0. 3% 746 98. 5% 
14 4 0. 5% 750 99. 1% 
1 5  ゜ 0. 0% 750 99. 1% 
16 2 0. 3% 752 99. 3% 

17 5 0. 7% 757 100. 0% 

資科 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： こ こ で の 「エ ラ ー 数」 と は 各設 問 に つ い て の回答が、 有効でない設問の数

： た だ し 、 Q 1 - Q20の う ち 自 由 記述の Q3, Q4, Q l4 を 除 く 。 回収済み潟査票 は合計757票。

■表 年齢別 ・ 性別 に み た ア ン ケ ー ト 回 答者の特徴 （設問 1 )

年 齢 男 女 不 明
85 - 89 2 6 1 
80 - 84 10 17 ゜
75 - 79 24 36 ゜
70 - 74 36 43 1 

65 - 69 42 58 2 

60 - 64 55 67 ゜
55 - 59 22 73 3 

50 - 54 1 6  43 1 

45 - 49 14 20 1 

40 - 44 20 15 1 

35 - 39 ， 14 ゜
30 - 34 1 1  24 1 

25 - 29 10 19  1 

20 - 24 7 4 2 

15 - 19 1 3 ゜
不 明 2 4 ， 
合 計 281 446 23 

資料 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： 回収調査票757猥 の う ち 無記入の も の 7 累 を 除 く 。

合計 （人）， 
27 
60 
80 

102 

122 
98 
60 

35 
36 

23 
36 

30 

13 
4 

15 
750 
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構成比

1 . 2% 
3. 6% 
8. 0% 

10. 7% 
13. 6% 
16. 3% 
13. 1 %  

8. 0% 

4. 7% 

4. 8% 

3. 1 %  

4. 8% 

4. 0% 

1 .  7% 
0. 5% 
2. 0% 

100. 0% 



■表 沖縄系移民で あ る か ど う か （骰問2 A )

選 択 肢 回 答 数

( 1 ) 沖縄系移民であ る 559 

(2) 世代がわ か ら な い 4 

(3) 沖縄系で は な い 118 

(4) そ の 他 39 

合 計 720 
ft科 ： 「第 ヽ1 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査

注 ： 有効回笞720梨。

■表 沖縄系移民であ る 場合の世代 （骰問2 8 )

世 代 回 答 数

1 世 100 

2 世 206 

3 世 210 

4 世 32 

5 世 2 

不 明 ， 
合 計 559 

没科 ： 「第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会」 ア ン ケ ー ト 調査

構 成 比

17. 9% 

36. 9% 

37. 6% 

5. 7% 

0. 4% 

1 . 6% 

100. 0% 

注 ： 設問 2 につい て沖縄系移民で あ る と 回答 し た559票 に つ いて集計。
： 不明 は具体的 な 世代が記入 さ れて い な い も の。

■表 県人会への所属状況 （設問 5 )

選 択 肢 回 答 数

( 1 ) 所属 し て い る 。 525 

(2) 所属 し て い な い。 188 

合 計 713 
沢科 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会」 ア ン ケ ー ト 繭査

注 ： 有効回答713慕。

■表 回答者の 日 本語能力 （設問 6 )

選 択 肢

( 1 ) 全 く で き な い。 も し く は 、 あ い さ つ程度。

(2) 日 常 の 会 話 を 聞 き 取 れ るが 、 話 す こ と がで き な い 。

(3) 日 常の 会話で話 し た り 間 い た り で き る 。

(4) 日 本語で不 自 由 な く 議論で き る 。

合 計
沢科 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会」 ア ン ケ ー ト 調査

注 ： 有効回答723漿。

1 44  

構 成 比

77. 6% 

0. 6% 

16. 4% 

5. 4% 

100. 0% 

． 

構 成 比

73. 6% 

26. 4% 

100. 0% 

回 答 数 構 成 比

276 38. 2 %  

1 19 16 . 5 %  

169 23. 4 %  

159 22. 0 %  

723 100. 0 %  



一

■表 回答者の職業 （ 設問 7 )

選 択 肢

(1) 会社経営

(2) 専 門 職 、 技術職

(3) 自 営業

(4) 事務 、 営業職、 銀行員 、 公務員

(5) 工務、 労 務 、 販売 ・ サ ー ビ ス

(6) 家族の 自 営 業 の 手伝い

(7) 学生

(8) 家事

(9) そ の他
ムロ 計

資科 ： 「第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： 有効回答713票。

回 答 数

51 

226 

78 

139 

66 

12 

16 

54 

71 

713 

■表 今 回 の 沖縄訪問 に あ た っ て の仕事の調整 （設問 8 )

選 択 肢

( 1 ) 休暇 を と っ た

(2) 仕事 の 一環 と し て 来 た

(3) 仕事 に つ い て い な い ・ 引 退 し て い る

(4) そ の 他

合 計
資科 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査

注 ： 有 効 回 答717票。

■ 表 沖縄に 来 た 目 的 （ 設問 9 )

選 択 肢 （複 数回 答可）

( 1 ) ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会への参加

(2) 親戚訪問

(3) 友 人 ・ 知 人 に 会 う

(4) ビ ジ ネ ス

( 5 ) 那 覇 ま つ り 等沖縄の行事 を 見 る

(6) 名 所 ・ 旧 跡 の 観光

(7) 買 い物

(8) そ の他
資科 ： 「第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 潤査

注 ： 回答率は有効回 答732票 を 100％ と し た も の。

回 答 数

332 

22 

276 

87 

717 

回 答 数

660 

445 

205 

145 

25 

143 

374 

298 

60 

構 成 比

7. 2% 

31.  7% 

10. 9% 

19. 5% 

9. 3% 

1. 7% 

2. 2% 

7. 6% 

10. 0% 

100. 0% 

構 成 比

46. 3% 

3. 1% 

38. 5% 

12. 1% 

100. 0% 

回 答 率

90. 2% 

60. 8% 

28. 0% 

3. 4% 

19. 5% 

51. 1% 

40. 7% 

8. 2% 



■表 「世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会」 への参加状況 (9難問1 0)

選 択 肢 （複敬回答可） 回 答 数

( 1 ) 第 1 回大会 (1990年）

(2) 第 2 回大会 (1995年）

(3) 第 3 回大会 (2001年）

(4 ) 今回が初 め て
fi料 ： 「第 4 (ij1世界の ウ チ ナー ン チ ュ 大会」 ア ン ケー ト 甜査

注 ： 回答斗iは 有効回笞716累 を 100％ と し た も の。

59 

88 

155 

512 

■表 「第 4 回世界の ウ チナー ン チ ュ 大会」 で参加 し た行事 （ 設問 1 1 )

回 答 率

8. 2 %  

12. 3% 

21 . 6% 

71 .  5% 

選 択 肢 （複数回答可） 回 答 数

( 1 ) 平和体験 ・ 植樹 ツ ア ー

(2) 前夜祭パ レ ー ド

(3) 開会式

(4) ウ チ ナ ー チ ャ ン プル ー フ ェ ス タ

(5) ワ ー ル ド ウ チ ナ ー シ ン ボ ジ ウ ム

(6) ワ ー ル ド ビ ジ ネ ス フ ェ ア ・ シ ン ポ ジ ウ ム

(7) ミ ュ ー ジ カ ル公演 「海か ら 豚がや っ て き た ！ ！」

(8) 琉球古典芸能鑑賞会

(9) 首里城公固 「琉球王朝 一 舞への誘い」

(IO) 平和 ワ ー ク 「世界 と 沖縄」 展

( l l ) 空手道 ・ 古武道交流祭

(12) 国際親善ゲー ト ポー ル大会

(13) 国際親善サ ッ カ ー 大会

(14) N H  K の ど 自 慢
( 15) 琉球交響楽団 コ ン サ ー ト

( 16) 閉 会式 ・ グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ

(17) そ の他の応援 イ ベ ン ト
ft科 ： 「第 4 回世界の ウ チ ナー ン チ ュ大会」 ア ン ケ ＿ 卜 調査

注 ： 回答率は有効回答718票を 100％ と した も の。

■表 第 4 回世界の ウ チナ ー ン チ ュ 大会」 に参加 し た感想 （設問1 3)

選 択 肢

( 1 ) と て も 楽 し ん だ

（2) 楽 し ん だ

（3) あ ま り 楽 し め な か っ た

(4) 楽 し め な か っ た

合 計

沢科 ： 「第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： 有効回答712票。

回 答 数

550 

154 

7 

1 

712 

146 

80 

551 

639 

362 

74 

41  

168 

148 

191 

52 

29 

27 

2 

49 

194 

500 

51 

構 成 比
77. 2 %  

21 . 6% 

1 . 0 %  

0. 1 %  

100. 0 %  

回 答 率

1 1 . 1 % 

76. 7 %  

89. 0 %  

50. 4 %  

10. 3 %  

5 .  7 %  

23. 4 %  

20. 6 %  

26. 6 %  

7. 2 %  

4 . 0 %  

3 . 8 %  

0. 3 %  

6. 8 %  

27. 0 %  

69. 6 %  

7. 1 %  



■表 「第 4 回世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 の成果 （設問1 5)

選 択 肢 （複数回答可）

( 1 ) 移民の歴 史への理解が深 ま っ た。

(2) 自 分が沖縄系 で あ る こ と を 認識 し た 。

(3) 沖縄の伝統 ・ 文化 ・ 風土への理解が深 ま っ た。

(4) 海外参加者 と 県民の交流が深 ま っ た。
(5) 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 同士の交流が深 ま っ た。

(6) 世代 間 の 交流 が深 ま っ た。

(7) 自 国 の 文 化 を 沖縄県民 に紹介で き た。

(8) ピ ジ ネ ス 交流 が促進 さ れた 。

(9) 観光地 と し て の 沖縄の魅力 を 知 る こ と がで き た。

(10) 平 和 の 大切 さ を 感 じ る こ と がで き た 。

(11) ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー クの次世代の担い手育成のきっかけになった。

(12) そ の 他
資科 ： 「第 4 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調企

注 ： 回答率は有効回答724 票 を 100％ と し た も の。

回 答 数

419 

428 

531 

384 

412 

322 

174 

46 

382 

338 

243 

30 

■表 「世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 を 今後も継続すべ き か ど う か （設問16)

選 択 肢

( 1 ) 継続すべ き

(2) 内 容 を 変 え て 継続すべ き

(3) 継続すべ き で な い

(4) わ か ら な い
ムロ 計

資科 ： 「第 4 回世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査
注 ： 有効回答714票。

■表 沖縄県人会活動の次世代への継承 （骰問 1 7)

選 択 肢

( 1 ) う ま く い っ て い る

(2) ど ち ら か と い う と 、 う ま く い っ て い る

(3) あ ま り う ま く い っ て い な い

(4) う ま く い っ て い な い

(5) わ か ら な い

合 計
賀科 ： 「 第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 湖査

注 ： 有 効 回 答668票。

回 答 数 回 答 率

676 94. 7% 

35 4 . 9% 

1 0. 1% 

2 0. 3% 

714 100. 0% 

回 答 数 回 答 率

257 38. 5% 

225 33. 7% 

69 10. 3% 

14 2. 1 %  

103 15. 4 %  

668 100. 0% 
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回 答 率

57. 9% 

59. 1% 

73. 3% 

53. 0% 

56. 9% 

44. 5% 

24 . 0% 

6. 4% 

52. 8% 

46. 7% 

33. 6% 

4. 1 %  



■表 「ホ ス ト フ ァ ミ リ ー バ ン ク 制度」 利用の意向 （骰問 1 8)

選 択 肢
（ 1) 是非利用 し た い

(2) 条件があ え ば利用 し た い
(3) 利用 し た く な い

(4) わ か ら な い

合 計
:h料 ： 「筍 4 1i1世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 潤1£

注 ： 有効回笞687梨。

■表 交流 を 深 め て い く べ き 分野 （設問1 9)

選 択 肢 （複数回答可）
( 1 ) 県人会な どの活動

(2) 芸能 ・ 文化
(3) 空手 ・ 古武道

(4) ス ポ ー ツ

(5) ピ ジ ネ ス

(6) 行政 ・ 政治
(7) 人材育成

(8) そ の 他
資料 ： 「第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査

注 ： 回答率は有効回答690原 を100％ と し た も の。

■表 今後の交流予定 （設問20)

選 択 肢 回 答 数
(1 ) あ る 310 

(2) な い 329 

合 計 639 
資科 ： 「第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チュ 大会」 ア ン ケ ー ト 調査

注 ： 有効回答639慕。

回 答 数
278 

197 

46 

166 

687 

回 答 数

486 

458 

134 
197 

125 

90 
330 

42 

回 答 率
48. 5% 
51 . 5% 

100. 0% 
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回 答 率
40. 5% 
28. 7% 

6 . 7% 
24 . 2% 

100. 0% 

回 答 率
70. 4 % 

66. 4 %  

19. 4% 
28. 6% 

18. 1 % 

13 . 0% 

47. 8% 

6 . 1 %  



ア ン ケ ー ト 用紙

は い さ い ！ よ う こ そ 沖縄へ ！ ！ 琉球大学の研究 グル ー プ と 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会実行委員会で は 、
共 同 で 海外 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 皆 さ ん に 対 し て ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し て い ま す。 ぜひ、 調 査 に ご協力 く だ
さ い。 調 査 の結 果 は 、 琉球大学の研究 グ ル ー プ と 沖縄県 と が共有 し 、 今後の よ り よ い国 際交流 に役立て ま す。

2006年10月
研究代表者 琉球大学法文学部 金城宏幸
第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会実行委員会 事務局 長 知念英信

大会の プ ロ グ ラ ム に 参加 さ れ た 後 に ご記入いた だ き 、 ア ン ケ ー ト 回収箱 に入れて く だ さ い 。
回収箱 は 、 大会会場の 出 入 り 口 と 、 以下の宿泊施設のフ ロ ン ト に あ り ま す。

那覇市
ォ ー ガ ス ト イ ン 久茂地 沖縄ポ ー ト ホ テ ル
ホ テ ル エ ア ポ ー ト 那覇 ホ テ ル国際プラ ザ
ホ テ ル 日 航那覇 グ ラ ン ド キ ャ ス ル ホ テ ル ニ ュ ー お き な わ
ホ テ ル法華 ク ラ プ那鞘 • 新都心 ホ テ ル ま る き
ホ テ ル ロ イ ヤ ル オ リ オ ン 琉球サ ン ロ イ ヤ ル ホ テ ル

宜野湾市 ・ 北谷町
カ ル チ ャ ー リ ゾー ト フ ェ ス ト ー ネ ザ ・ ビ ー チ タ ワ ー 沖縄

沖縄市
京都観光 ホ テ ル デ イ ゴホ テ ル

1 . あ な た の 生 ま れ た 年 、 性別 、 国籍 を 教 え て く だ さ い 。
生年 ： 19 年 性別 ： 男 ・ 女 国 籍 ：

パ シ フ ィ ッ ク ホ テ ル沖縄
ホ テ ル J A L シ テ ィ 那踊
ホ テ ルパ ー ム ロ イ ヤ ル N A H A
ホ テ ル山の内

東京第 ー ホ テ ル沖縄グラ ン メ ー ル

2 . あ な た は 沖縄系移民何世 で す か ？ 当 て は ま る もの竺上2を選んで0 を つ け て く だ さ い。
( 1 ) 移民ー＿世 （数字 を お書 き く だ さ い） （2) 世代がわ か ら な い （3) 沖縄系で は な い (4) そ の 他

3 . あ な た の 生 ま れ た 国 （地域） は ど こ です か ？
国 名 （ ） 州 ・ 県名 （

4 . 現在 あ な た が住ん で い る 国 （地域） は ど こ で す か ？
国 名 （ ） 州 ・ 県名 （

5 . あ な た の所属 し て い る 県 人会の名称 を 書い て く だ さ い。
( 1 )  に所属 し て い る 。 (2) 県人会に は所属 し て い な い。

6 . あ な た の 日 本語の 力 に つい て お う かがい し ま す 。 竺と2を選んで0 を つ け て く だ さ い。
( 1 ) 全 く で き な い 。 も し く は 、 あ い さ つ程度。
(2) 日 常 の 会話 を 聞 き 取れ る が、 話す こ と がで き な い。
(3) 日 常 の 会 話 で話 し た り 聞 い た り で き る 。
(4) 日 本語 で不 自 由 な く 議論 で き る 。
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7 . あ な た の お仕事 （退職 し た人は退職前の主 なお仕事） は 大 き く 分 け て 次 の ど れ に あ た り ま す か ？ 竺上
？ を 選ん で0 を つ け て く だ さ い。

( 1 ) 会社経営 （ 会社役員 を 含 む ）
(2) 専門職、 技術職 （医師、 弁護士、 教員 、 エ ン ジニ ア 、 看護 師 、 絹集者な ど）
(3) 自 営 業 （ 店 、 農場、 水産加工楊、 造固 な ど）
(4) 事務 ・ 営業職、 銀行員 、 公務員
(5) 工務、 労務、 販売 ・ サ ー ピ ス （部品紐み立 て 、 建設作業、 ク リ ー ニ ン グ、 接客 、 清掃、 運転手 な ど）
(6) 家族の 自 営業の手伝い （7) 学生 （8) 家事
(9) そ の 他 (

8 . 今回の訪問 に あ た っ て、 お仕事は ど う 調整 し ま し た か ？ ひ と つ を 選ん で0 を つ け て く だ さ い。
( 1 ) 休暇 を と っ た （2) 仕事の 一環 と し て 来 た
(3) 仕事 に つ い て い な い ・ 引 退 し て い る (4) その他

9 . 今 回 、 沖縄に来 た 目 的は何ですか ？ あ て は ま る ものすべてに0を つ け て く だ さ い。

( 1 ) ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会への参加 （2) 親戚訪問 （3) 友 人 ・ 知 人 に 会 う
(5) 那覇 ま つ り 等沖縄の行事 を 見 る (6) 名 所 ・ 旧跡の観光 （7) 買 い物

1 0. あ な た が以前参加 し た 「世界の ウ チナー ン チ ュ 大会」 のすべてに0 を つ け て く だ さ い 。

(4) ピ ジ ネ ス

(8) そ の他

( 1 ) 第 1 回大会 (1990年） （2) 第2回大会 (1995年） （3) 第3回 大会 (2001年 ） （4 ) 今 回 が初 め て

1 1 . 今回の大会であ な た が参加 し た行事主竺ヱに0 を つ け て く だ さ い。
( 1 ) 平和体験 ・ 植樹 ツ ア ー

( 2 ) 前夜祭パ レ ー ド

( 3 ) 開 会式

( 4 ) ウ チ ナ ー チ ャ ン プル ー フ ェ ス タ （ ワ ー ル ドバザー ル 、 チ ャ ン プル ー 交流祭、 文化体験 ワ ー ク シ ョ ッ プ）

( 5 ) ワ ー ル ド ウ チ ナ ー シ ン ポ ジ ウ ム （プロ ジ ェ ク ト エス ペ ラ ン サ 、 県人会長 ・ 新 ウ チ ナ ー 民間大使会議）
( 6 ) ワ ー ル ド ビ ジ ネ ス フ ェ ア ・ シ ン ポ ジ ウ ム

( 7 ) ミ ュ ー ジ カ ル公演 「海か ら 豚がや っ て き た ！ ！ 」

( 8 ) 琉球古典芸能鑑賞会
( 9 ) 首里城公園 「琉球王朝 一 舞 いへの誘い」
(10) 平和 ワ ー ク 「世界 と 沖縄」 展
( 1 1 ) 空手道 ・ 古武道交流祭
(12) 国際親善ゲー ト ポー ル大会
(13) 国際親善サ ッ カ ー 大会
(14)  N H  K の ど 自 慢

(15) 琉球交響楽団 コ ン サ ー ト
( 16) 閉 会式 · グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ
(17) そ の他の応援 イ ベ ン ト （

1 2. 特に印象に残 っ た行事 を 1 1 番の選択肢の 中 か らi2選ん で番号 を 記入 し て く だ さ い。

1 3. 第 4 回世界のウチナーンチュ大会に参加してみたあなたの感想は？ 竺と？を選 ん でOを つけて く だ さい 。

( 1 ) と て も 楽 し ん だ （2) 楽 し ん だ （3) あ ま り 楽 し め な か っ た (4) 楽 し め な か っ た
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1 4. 1 3番 の設問 に 関 し て 、 特 に 何 か コ メ ン ト が あ れば書いて く だ さ い。

1 5. あ な た に と っ て 今 回 の大会の成果は何だ と 思い ま す か ？ 次の 中 か ら あ て は ま る もの主竺ヱに0 を つ け
て く だ さ い。
( 1 )  移民の歴史への理解が深 ま っ た 。
( 2 )  自 分が沖縄系 であ る こ と を 認識 し た。
( 3 )  沖縄の伝統 ・ 文化 ・ 風土への理解が深 ま っ た。
( 4 )  海外参加 者 と 県民の交流が深 ま っ た。
( 5 )  世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 同士の交流が深 ま っ た。
( 6 )  世代 間 の 交流が深 ま っ た 。
( 7 )  自 国 の 文化 を 沖縄県民 に紹介で き た。
( 8 )  ピ ジ ネ ス 交流が促進 さ れ た 。
( 9 )  観 光地 と し て の 沖縄の魅力 を 知 る こ と がで き た。
( 10) 平 和 の 大切 さ を 感 じ る こ と がで き た。
( 1 1 ) ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の次世代の担い手育成の き っ かけ に な っ た。
( 12) そ の 他 (

1 6. 世 界 の ウ チ ナー ンチュ大会は今後も継続すべきだと思いますか？ ひとつを選んで0をつけてください。
( 1 ) 継続すべ き (2) 内容 を 変 え て 継続すべ き (3) 継続すべ き で な い (4) わか ら な い

1 7. 移民一世の 高齢化 が す す ん でい ま す が 、 あ な た が住んでい る 国 （地域） の沖縄県人会の活動において、
次世代への 継承 は ど う な っ て い る と 思い ま す か ？ ひ と つ を 選んで0を つ け て く だ さ い。

( 1 ) う ま く い っ て い る （2) どち ら か と い う と 、 う ま く い っ て い る
(3) あ ま り う ま く い っ て い な い （4) う ま く い っ て い な い
(5) わ か ら な い

1 8. 沖縄県 で は ウ チナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の人材育成の た め 、 県内 と 海外の若者達が気軽に相互に ホ ー ム ス テ イ
が で き る よ う 「 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー バ ン ク 制度」 を 検討 し て い ま す。 こ の制度がで き た ら あ な た 自 身や家族
は 利用 し た い で す か ？ ひ と つ を 選ん で0 を つ け て く だ さ い。
( 1 ) 是 非利 用 し た い (2) 条件があ え ば利 用 し た い （3) 利用 し た く な い (4) わか ら な い

1 9. 世界の ウ チナ ー ン チ ュ の 間 で結びつ き を 深め て い く た め に 、 どのよ う な分野で交流を深め る ぺ き だ と 思
い ま す か ？ 当 て は ま る も の主ヘヱに0 を つ け て く だ さ い。

( 1 ) 県 人 会 な ど の 活動 （2) 芸能 ・ 文化 （3) 空手 ・ 古武道

(5) ピ ジ ネ ス （6) 行 政 ・ 政治 （7) 人材育成

(8) そ の他 (

(4) ス ポ ー ツ

20. あ な た は 今後 、 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 何 ら かの交流 を 行 う 予定は あ り ま す か （例． メ ー ルのや り と り 、
ビ ジ ネ ス な ど ） ？ ひ と つ を 選ん で0 を つ け て く だ さ い。

( 1 ) あ る （ 具体的 に ご記 入 く だ さ い ：
(2) な い

1 5 1  





珊

大
会
を
振
り
返
っ
て



1 大会 に 参加 し て

バ ー ニ 直美 宮城 （ハワイ沖縄連合会）
沖縄県の皆様 は、 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大

会に 訪れた海外か ら の参加者 を 盛大に歓迎 し て く れ
ま し た。 ハ ワ イ か ら の チ ャ ー タ ー 便JAL747の 2 機
が那覇 国際空港 に着陸 し た その瞬間 か ら 、 歓迎の意
を 表す旗 を持っ た 人 々 は笑顔 と 歓声を も っ て 、 我々
を 滑走路上で迎 え て く れ ま した。

荷物 を 受 け取 り 、 諸々 の手統 き を 終 え た後、 私た
ち は 、 ス ー パ ー ポウ ル で選手た ちが競技場に 出 る と
き に 感 じ る よ う な体験 を 味わ う こ と と な り ま し た。
一般の 人 々 用 の待ち 合わせの場所への ド ア が開かれ
る と 、 親戚や友達 と い っ た た く さ んの人々 が、 「メ ン
ソ ー レ ！ 」 と 書かれた旗や プラ カ ー ド を持っ て私た
ち を 迎 え て く れた のです。 「おかえ り な さ い ！ 」 の声
が こ だ ま し 、 人々 は熱 く 抱擁 し 、 心の こ も っ た握手
を 交 わ し 合 い ま し た。 花 を プ レ ゼ ン ト さ れ る 人、
テ ィ サ ジ を プ レ ゼ ン ト さ れる 人、 中 に は 「一番 ！ 」
と 書かれた は ち ま き を も ら っ て い る 人 も い ま し た。
こ の よ う に し て 、 世界中 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の家族が
集い、 一生涯統 く よ う な友好関係 を 築 く に 至 る 忘れ
ら れ な い 5 日 間 が開幕 し ま し た。 沖縄県庁 の 皆様
は 、 そ の 寛 大 さ を も っ て 、 た く さ ん の贈呈品や イ ベ
ン ト 、 機会 を私た ち に用 意 し て く れ ま し た。 こ れ ら
1 つ 1 つ に よ っ て、 海外か ら の参加者 1 人 1 人 は
「 ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 、 そ し て 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ ・ ア ッ
ト ・ ハ ー ト 」 （ ※ 沖縄に関心 を も ち 、 コ ミ ュ ニ テ ィ に

積極的 に 関 わ る ウ チ ナ ー ン チ ュ 以外の人々 を 差す）
と し て 自 ら の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 位置づけ、 そ れ を
強 く し て い き ま し た。 ム フ ィ ・ ハ ネ マ ン ・ ホ ノ ル ル
市長 は 、 我 々 と 共 に大会に参加 さ れ、 開会式で祝辞
を 述べ る よ う 沖縄県 よ り 依頼 を 受 け ま し た。 そ し
て 、 ハ ネ マ ン 市長は素晴 ら し い お祝いの言葉 を 述べ
ら れ ま し た 。 こ れ は 、 参加者全て の心 を 温め 、 精神
を 高 め る と い う 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会のエ ッ
セ ン ス を 凝縮 し た も の であ り ま し た。

大会が終 え 数週 間 が経 ち ま すが、 大会の感動や衝
撃 は 、 私 た ち の 心 に 一 生 残 り 統 け て い ま す。 そ し
て 、 大会 を 通 じ て 「多様な る コ ミ ュ ニ テ ィ を 築 き あ
げ、 先代の遺産 を 受 け継 ぎ、 全て の ウ チ ナ ー ン チ ュ
と ウ チ ナ ー ン チ ュ ・ ア ッ ト ・ ハ ー ト の ネ ッ ト ワ ー ク
を 強 く す る よ う に励 む ウ チ ナ ー ン チ ュ の兄弟が世界
中 に い る 」 と い う こ と を 意識す る よ う に な り ま し た。
沖縄県庁の皆様、 そ し て 沖縄県の皆様の第 4 回 世界
の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会への多大 な る ご協力 に対 し て
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「 イ ッ ペ ー ニ フ ェ ー デー ピ ル 」 の 言葉 を 送 り た い と 思
い ま す。

そ し て 、 大会で 「ハ ワ イ の輝 き 」 見せ た ハ ワ イ か
ら の参加者の皆様は 、 「肝心」 の 精神 を 身 を も っ て 示
し 、 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 の 成 功 に貢献
し ま し た 。 ハ ワ イ の皆様 に対 し て も ま た 「 マ ハ ロ ・

ヌ イ ・ ロ ア」 （ ※ ハ ワ イ 語で 「 ど う も あ り が と う ご ざ
い ま す」 の 意味） を 送 り た い と 思 い ま す。

ケ ン カ ミ ヤ （北米沖縄県人会会長）
去年の10月 に私 は 第 4 回 世 界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大

会 に 出 席 し ま し た。 大会への参加 は 初 め て です が沖
縄 を 訪 問 す る の は 2 回 目 で す 。 2 番 目 の 娘 ク リ ス
テ ィ が県費留学生 と し て 芸大 に留 学 し て い た 1992年
に 初 め て 沖縄 を 訪問 し ま し た 。 私 は 自 分 自 身 で ク リ
ス テ ィ の ラ イ フ ス タ イ ル を 見 た か っ た の です。 私た
ち は首里城や平和公圏 な どの い く つ か の 観光 名 所 を
訪問 し ま し た。 （ こ の こ ろ 首里 城 は ま だ工 事 で し た ）

こ の 旅 行 は 予 想 し た 以 上 に 素 晴 ら し い も の で し
た。 照喜名朝一先 生 （現在 の 人 間 国宝） と そ の 家族
に 会 う こ と がで き ま し た し 、 先 生 と 一緒 に ゴル フ を
し た り 、 夕 食 し た り そ し て彼 の 家 を 何度 か 訪 問 し ま
し た。 私は 本 当 に彼 ら の も て な し を 楽 し み ま し た。

2006年10月 の 2 度 目 の訪 問 は と て も 感動 的 な も の
で し た。 先 に 述べ た よ う に 、 こ れは 私 が 初 め て 参加
す る 大会で し た 。 北米沖縄県人 会 の 数人 の メ ン バ ー

がこ の特別 な イ ベ ン ト を 祝 う た め に 沖縄 に や っ て 来
ま し た。 前夜祭パ レ ー ド前の 2 日 間 、 私 た ち は 沖縄
の観光名 所 を 訪問 し ま し た 。 糸満市 を 巡 る ツ ア ー は
私 に と っ て 興味 深 い こ と で し た 。 私 た ち はBB ピ ー

チ 、 市役所、 こ の他 に い く つ か の 非常 に お も し ろ い
歴史的 な ス ポ ッ ト を 訪 問 し ま し た 。 糸 満市 役 所 は 休
H の た め 閉 ま っ て い ま し た が 、 市 長 と 数 人 の ス タ ッ
フ が私 た ち を 歓迎 し 、 市 役所 を 見学 さ せ て く れ た
り 、 と て も 美味 し い 昼食 ま で ご ち そ う に な り ま し
た。 私た ち の観光 ガ イ ド を し て く れ た 神 谷 ヨ シ マサ
さ んの お か げで こ の ツ ア ー は 最 も 忘れ ら れ な い 思 い
出 に な り ま し た 。

前夜祭パ レ ー ド の 日 、 私 た ち は パ レ ー ド の 出 発地
で あ る 小学校の校庭 に 集 ま り ま し た 。 何 千 と い う 人
た ち が 自 分の 国 や 州 が書 い て あ る サ イ ン の 前 に 並 ん
で い る と こ ろ で 、 そ こ に は 大 会 に 参 加 す る 22の 国 が
あ り ま し た。 私 た ち が 北 米 沖 縄 県 人 会 の バ ナ ー を
持 っ て 国 際通 り を 歩 い て い る と 、 観衆 は 我 々 を 励 ま
し 、 そ し て 「 メ ン ソ ー レ」 や 「 お帰 り な さ い」 と 言 っ
て 歓迎 し て く れ ま し た。 私 は最 初 な ぜ彼 ら が 「 お 帰
り な さ い」 と 言 っ て い る の か わ か り ま せ ん で し た。



で も 私の先祖が沖縄出 身 だ か ら 私 は 「故郷」 に帰っ
て き て い る ん だ と 気付 き ま し た 。

そ のエ ネ ル ギー は 信 じ ら れ な い く ら い驚異的で説
明 で き な い く ら い の も の で し た 。 そ し て私の よ う な
者が こ の よ う な 大会 に 参加 で き 光栄 に 思い ま し た。
こ の エ ネ ル ギー は 開 会式 か ら 閉 会式 ま での全ての出
来事 を 忘 れが た い 思 い 出 に 変 え ま し た 。 閉 会式で は
何百人 も のバ フ ォ ー マ ー の振 り 付 け と 音楽や踊 り 、
太鼓、 エ イ サ ー 、 衣装 、 歌、 沖縄のチ ム グ ク ルがパ
ワ フ ル に 組み 合 わ さ っ て い ま し た 。 私は 閉 会式 を 見
て感動 し 、 涙 を 流 し ま し た 。 そ れ く ら い壮大で大会
の終わ り に ふ さ わ し い も の だ っ た の です。

2006年 の 夏 、 私 は 北 米沖縄県人会の数名 に2007年
の会長 に 立候補す る よ う に 頼 ま れ ま し た 。 その時は
気が進み ま せん で し た が、 大会が終 わ っ て沖縄か ら
戻 っ た と き 、 私 は 沖縄の チ ム グ ク ル を 守 り 続け る 必
要があ る と 思 い ま し た。 大 会 に行 っ て か ら 私 は会長
を 引 き 受 け る の が楽 に な り ま し た 。 幸い私は会長に
選 出 さ れて 、 2007年 か ら 2008年 ま での 2 年間会長を
務 め る 予 定 で す 。 沖 縄 は 決 し て 日 本の中 で豊かな県
で は あ り ま せ ん 。 実 際 に は 、 貧 し い県の 一つ だ と 言
え る か も し れ ま せ ん。 こ の 貧 し い沖縄県がこ の大会
の た め に 多大 な お 金 と 労力 を 費 やす と い う こ と は 、
沖縄の文化 と チ ム グ ク ル を 次 の 世代 に繋げる た め に
県がどれ ほ ど力 を 尽 く し て い る か を 表 し て い ま す。

ハ ー ヴ ィ ー 百合江 （ サ ク ラ メント沖縄県人会）
去 る 2006年 第 四 回 世界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会に世

界 中 か ら の 人 達がお よ そ五千名 の 人達が参加 さ れた
と の事 で し た 、 私 は ア メ リ カ カ リ フ ォ ル ニ ア HI サ ク
ラ メ ン ト か ら 友人 の ア メ リ カ 女性 と 共に懐か しい古
里帰 り 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に も 出席 さ せて い た だ
き ま し た。 私 が常 に 思 う 事 は 沖縄の 人達の思い や り
の あ る 心、 そ れ を 求 め て 外 国 か ら 古里 に 帰 る の で
す、 目 に 見 え な い 心 と 心 の 糸 で結 ばれて い る の で
す。 私 は声 を 大 き く し て 感 謝 の 気持 ち を 有 難 う 御座
い ま し た 、 と 叫び た い の です 。 沖縄県以外に何処の
県がこ の よ う な 企 画 が 出 来 る で し ょ う か ？ こ の よ う
に美 し い 沖 縄 を 私 は心 か ら 愛 し 又誇 り に思い ま す。
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 の 実行委員 会事務局 の方がたそ
し て御 協 力 し て く だ さ つ た皆様 に 深 く 感謝申 し上げ
ま す。 最 後 に 沖 縄 県 の 発展 と 皆様方の ご健康 を 心 よ
り お祈 り 申 し 上 げ ま す 。

宇栄原 三保乃 （コロラド州沖縄県人会会長）
大 会 は 海外県 外 あ わ せ て 約4700名 の参加者が一 同

に 集 ま り パ レー ド や 式 典 に 感 激 し な が ら 5 日 間 が

あっ と 言 う 間に過 ぎ ま し た。
国際通 り での前夜祭バ レ ー ドではそ れぞれの 国 や

地域の民族衣装 な どで、 華やかに滸飾 っ て ア ピ ー ル
し て い ま し た。 沿道か らは県民の “ お帰 り な さ い ＂

と 温かい歓迎の声がかか り と て も 感激 し ま し た。 私
た ち コ ロ ラ ド県人会 も 横断猫を先頭 にCOLORADO
の字を ハ ッ キ リ と プ リ ン ト さ れた鮮やかな 黄色のT
シ ャ ツ と 白 のズポ ン で華やかに統一 し て 人 目 を 引 き
好評で し た。 特に メ ン バ ー のShawn さ ん と 城 Toshi
さ ん と その弟子 さ ん達が三味線 を 弾 き 鳴 ら し な が ら
の行進 は人 目 を 引 き 一躍人気者 に な っ て い ま し た 。
2000年に沖縄から 当地デ ン パー で琉舞公演 し て く れ
た 阿波根直子先生 も 前 回同 様に私た ち と 一 緒 に バ
レ ー ドに参加 し て く れ ま した。 今回は県人会の皆 さ
んに踊 り に使 っ て下 さ い と 着物や帯、 旭間節かパ ー

ラ ン ク ー 用のペス ト 、 か ぎやで風の手作 り の団 扇 な
ど使用 済みではあ り ま すが と 会の皆様に役立 て て 下
さ い と 本当 に心のこ も っ た貴重な物を 戴 き ま し た 。
直子先生 に感謝 して大事に活用 いた し ま し ょ う 。 感
謝、 感謝です。

開会式、 閉会式のス テ ー ジ い っ ばいに1伯 さ れる 華
やかな ア ト ラ ク シ ョ ンは私た ち を と て も 魅了 し て く
れ ま し た。 特 に 閉会式での若者450名 に よ る ア ト ラ
ク シ ョ ン は力強 く て見事に 一致団結 さ れた構成は参
加者の皆 さ ん に涙の感動 を 呼 び起 こ し て く れ ま し
た。 こ れか ら の沖縄の未来がこ の若者達に よ っ て繁
栄が約束 さ れた よ う で頼も し く 思 え ま した。 稲嶺県
知 事 や 県庁の 方 々 、 大会に 関 わ っ た 多 く の沖縄の
方 々 へ対 し て感謝 と 大会成功の功を 称えたい と思い
ま す。 沖縄に帰 っ て皆 と 会 えて、 大会へ参加で き て
本当 に良かっ た と 思い ま す。

振 り 返れば 2 週間足 ら ずの帰祁で したが、 親戚友
人達 と の再会、 お墓参 り 、 歓迎 も て な し、 買い物、
イ ペ ン ト 見物 と 寝 る 暇 も 無いほ どの忙 し さ で し た。
そ し て最後の別れの時は “ 親子兄弟連れて別 ゆ る 旅
衣袖 と 袖 と に露涙＂ と上 り 口 説の 1 節の と お り 胸が
張 り 裂 ける よ う な思いで した。 コ ロ ラ ド に掃 っ て き
て し ばら く した ら ま るで夢の よ う な 2 週 間 だ っ た と
改めて気が付 く 今 日 こ の頃です。
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遠い他国に海を越 え 山 を 越 え て 、 それぞれの事情
で こ の地にやっ て来て子供や孫た ち も い る 私た ち は
お互い に も っ と 仲良 く 助け合っ ていかなければな ら
な い と 思い ま し た。

大切 な一期ー会の機会 を 与 え て く れて県あげて 私
た ち を 歓迎 し て く れ る 5 年後の大会の継統 を 切 実 に
願 い た い と 思い ま す。 今 回 も 里帰 り も 兼 て の ウ チ

ナ ー ン チュ大会は、 メ ン バ ー と そ の他の参加者、 約



30名 も そ れぞれ に 楽 し い思 い 出 を 胸一杯に持ち帰っ

た こ と で し ょ う 。

直子 グ ロ ワ ー ズ ( D F W沖縄県人会）
第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会後早、 4 ヶ 月 の

月 日 が経 っ て し ま い ま し た が、 印 象深 く 素晴 ら し
か っ た 大会の様子 は 、 こ の 間 の様 に ま だ、 新鮮 に記
憶 に残 っ て ま す。

大会前、 半年以上かけて大会に向け てのプ ロ セ ス
を 進めて き た だ け に大会への期待は 大 き く 、 毎 日 が
Excitingで し た。

そ し て 、 4 日 間 に 渡 る 大会が始 ま る と 出 来 る だけ
多 く の イ ベ ン ト や プロ グ ラ ム に参加出来 る よ う 、 毎

日 、 忙 し く 躯け 回 っ た の ですが残念 な が ら 参加 出 来
な か っ た イ ベ ン ト な どあ り 、 次回 は も っ と 要領良 く
ス ケ ジ ュ ー ル を こ な し た い と 反省 も し ま し た。 と に
か く 、 自 分が参加 出 来 た分野では予想 を上回 る 出 来
で 、 感動の毎 日 だ っ た と 言っ て も 過言で な い と 思い
ま す。 沖縄 も 国際社会 に は ま る か な り の 高 い レベル
で大会に挑んでいた のが肌で感 じ ら れ沖縄が格分野
に 於いて発展 を しつつある と い う 事が伺 え ま し た。

そ れ は ウ チ ナ ー ン チ ュ と して 誇 り に思い安心感 さ え

感 じ ま し た 。
ス テ ー ジ イ ペ ン ト の洗練 さ れた層 の厚い沖縄芸能

に は 海外か ら の二世、 三世、 外国人、 勿 論私達 ウ チ

ナ ー ン チ ュ 達 に も 完全に魅了 さ せ ら れ、 印象つ け さ
せ ら れた の も 覚え て ま す。 そ して刺激 さ れた参加者

が、 そ れぞれの 国 に 戻 り 沖縄の芸能、 文化 を そ こ で
復活 さ せ、 伝 え て行 き た い と い う 姿勢に は大会の効

果があ っ た と 思 い ま す。
ワ ー ル ド ウ チ ナ ー ン チ ュ シ ン ポ ジ ュ ム はそ れぞれ

の 国の代表 に よ る 意見交換の場で他の県人会の活動
が どの よ う に 運営 さ れ て い る か に 触 れ る こ と が出
来、 叉 多 面 で 色 ん な 事 を 実践 し活躍 し て い る 事 に は
県人会のあ り 方 と し て 大 き な 刺 激 に な り ま し た。 そ
れか ら 、 次世代の二世、 三世が ウ チ ナ ー ン チ ュ と し
て の ア イ デ ン テ イ テ ィ ー を 認識 し、 ネ ッ ト ワ ー ク を

通 し て 沖縄の文化、 心 を 継承 し な が ら こ れか ら の 沖
縄の発展 に 関 っ て 行き た い と す る態度は嬉し く 思 い 、
自 分達 がそ れ に 協力 し な け れ ば と も 感 じ ま し た 。

ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 は 沖縄県、 そ し て 海外 ウ チ
ナ ー ン チ ュ の発展 に も つ な がる 大会であ る 事 を 今大

会 に参 加 し 、 実感 し ま し た。 私 達 、 海外 ウ チ ナ ー ン

チ ュ に そ の 素晴 ら し い機会 と 経験 を 与 え て 下 さ っ た
沖縄県、 支援団体、 実行委員 会、 大会に携わ っ て下
さ っ た 多 く の ポ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に 心 か ら お礼 申 し

上 げ ま す。
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ト ー マ ス コ ラ オ （シ カゴ沖縄県 人会）
ま ず は 自 己紹 介 し ま す。 私 は ト ー マ ス コ ラ オ と

い っ て 、 シ カ ゴ沖縄県人会の ニ ュ ー ス レ タ ー の編集
を し て い ま す。 こ の職 の た め他の参 加 者 に 比べる と
い く ら か特 別 な 経験 を す る こ と が で き ま し た 。 こ れ
か ら 第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会で 経 験 し た こ
と を 書いて い き た い と 思い ま す。

1 週間 日 本本土 を 旅行 し た 後 、 妻 の の ぞみ と 一緒
に那覇 に到着 し ま し た。 沖縄 を 訪れ る の は 数年ぶ り
で 、 那覇空港 は 記憶 と は 違 い と て も 素晴 ら し い も の
に な っ て い ま し た。 さ ら に モ ノ レ ー ル が で き た お か
げで参加者が那覇 を 観光す る の に と て も 便利 に な っ
てい ま し た。 沖縄県か ら 支給 さ れ た バ ス パ ス も と て
も 役 に 立 ち ま し た。 の ぞみ と 私 は 、 滞在 中 レ ン タ
カ ー を借 り る こ と に し ま し た 。 レ ン タ カ ー の お か げ

で大会期 間 中 の移動 は と て も 楽 で し た。 私 は 1992年
に 沖縄か ら 出 て行 き ま し た が、 沖縄の変容ぶ り に 驚
き ま し た。 道路がか な り 整備 さ れて お り 、 私 は80年
代 か ら 90年代 に か け て 10年 間 沖縄 に 住 ん で い ま し た
が、 違 う と こ ろ に い る の で は な い か と 感 じ る ほ どで
し た 。 も っ と も 道路 が新 し く な っ た だ け で 、 な じ み
の場所 に は いつ も 通 り 行 く こ と がで き た し 、 新 し い
道路 の お か げで 移 動 時 間 は た い て い 短 く な り ま し
た。

私 た ち は 那覇 ま つ り の 1 日 前 に 沖縄 に 到着 し ま し
た。 そ こ で翌 日 那覇 ま つ り に で か け る こ と に し ま し
た。 私た ち は ジ ャ ス コ に 車 を 止 め 、 モ ノ レ ー ル で街
に で ま し た。 カ ラ フ ル な バ ナ ー と 先端 の デ コ レ ー

シ ョ ン で グ ル ー プ を 表 し て い る 巨大 な 竹竿 を 持 っ て
那覇 ま つ り の 出 演 者 た ち が移動 す る 様子 を 楽 し んで

見て い ま し た 。 そ し て 綱 引 き を い い場 所 で見 る こ と
がで き る よ う に 早 め に 国際通 り か ら 移 動 し て 、 綱 が
結びあ わ さ れ る こ と に な っ て い る 久茂 地交差点 に 向

か い ま し た。 そ こ に は は っ き り と ウ チ ナ ー ン チ ュ 大
会参加者専用 と 書か れ た 特 別 席 が用 意 さ れて い ま し

た 。 も のす ごい綱引 き で し た 。 ま た 沖縄空手演 武 を

見 た 後 に 実 際 に 綱 引 き に 参 加 す る こ と も で き ま し
た。 綱引 き が始 ま る と の ぞ み は ロ ー プ を つ か み 、
私 は カ メ ラ を つ かみ ま し た 。 私 た ち 二 人 は 素晴 ら し
い時 間 を 過 し ま し た。

ま た私 は ア メ リ カ 総領事館 と 沖縄県 か ら 特 別 な 歓
迎 会 に 誘 わ れ ま し た。 ア メ リ カ に あ る 全て の 沖縄県
人会が一つの場所 に 集 ま る の は こ れ が最 初 だ っ た と
思 い ま す。 私 た ち は 、 非常 に 歓迎 さ れて い る よ う に
感 じ ま し た し 、 そ こ に は美味 し そ う な 沖縄料理 と 中
華科理の 数 々 が並べ ら れて い ま し た 。 私 は 主催者の

何人か に紹介 さ れ ま し た が、 彼 ら は本 当 に 私 た ち の



来沖 を 喜 ん で く れ て 、 ま る で 自 分た ち が本 当 に ウ チ
ナ ー ム ー ク で あ る よ う に 感 じ る ほ どで し た。

前夜祭パ レ ー ド で は た く さ ん の沖縄県民が我々 を
歓迎す る た め に 集 ま っ て く れて 、 いい経験 に な り ま
し た。 自 分た ち の 文化 の ル ー ツ に つ い て 本当 に理解
す る こ と がで き た し 、 あ の 瞬 間 は 、 我 々 み ん な が ま
る で兄妹で あ る か の よ う に 感 じ ら れて 、 「 イ チ ャ リ バ
チ ョ ー デ ー 」 と い う 言葉 を 実感 し ま し た。

大会 は と て も 印 象 的 で、 沖 縄 県 は こ の信 じ ら れな
い ほ ど素晴 ら し い 大会 に お 金 を 使 う こ と を 全 く 惜 し
んでい な い よ う で し た 。 私 た ち は全て の イ ベ ン ト に
参加 し 、 特 に 琉球交響 楽 団 コ ン サ ー ト と ミ ュ ー ジ カ
ル 「海か ら 豚がや っ て き た ！ ！ 」 を 楽 し み ま し た。 ス

テ ー ジ も 非常 に 良か っ た し 、 特 に デ イ アマ ン テ ス の
シ ョ ー は 傑 出 し て い ま し た 。 デ ィ ア マ ン テ ス は 県系
3 世の バ ン ド で あ り 、 彼 ら が出 演す る こ と に特別な
意味があ る の で 、 彼 ら 以 外 に 大会の ク ラ イ マ ッ ク ス
を 飾 る バ ン ド は 他 に 見あ た り ま せん。

沖縄県の 人 々 は こ の 大 会 を 大成功 さ せ た し 、 私が
話 し た 人 は み ん な 第 5 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会

ま で待 て な い と 言 っ て い ま し た。 思い出 を 本 当 に あ
り が と う ！

ヨシコ ウ ォ ー カ ー （ ト ゥ ー ソ ンアリゾナ県人会会長）

ト ゥ ー ソ ン ア リ ゾ ナ 県 人 会 は2006年 の ウ チ ナ ー ン
チ ュ 大会 に 参加 で き て と て も 幸せです。 20年以上 も

お 互 い に 会 っ て い な い 人 た ち と 再会 す る こ と がで

き 、 大 会 に 参加 し て 本 当 に よ か っ た です 。 私た ち は
次の大会 を と て も 楽 し み に し て い ま す。

私 は今年 ト ゥ ー ソ ン ア リ ゾ ナ 県 人会の会長 と な り

ま すが、 こ れか ら は 県 人会 の 活動 を も っ と 活発 に し
て次の大会 に は も っ と た く さ ん の 県 人 会員 が大会に
参加す る よ う に し た い で す 。

こ れか ら も 沖縄 の ニ ュ ー ス を お 知 ら せ く だ さ い。

定子 与那覇 ト ゥ ー シ ー

（ニュー ヨー ク 沖 縄県 人会会長）

同 じ物事 を 見聞 し て も 我々 の 指紋が違 う 様 に 各 々

そ の 反応 も 違 う 。 普 通 の 人 間 な ら 誰で も 物事に感動

す る が、 人 生 そ れ ぞれ体験す る 内容でそ の感動の仕
方 も A か ら Z ま で あ る 。 現在 キ ー ボー ド に 両手 を 置
き P C 画 面 に 向 か っ て 私 個 人 の 反応 を な る べ く 客観

的 に 書 く 努力 を し よ う と し て も 、 大会終了直後の私
の あ の 狂 気 的 な 感動 が ど う し て も 色彩 豊 かで立体的
に 浮かぶ。 時 間 が経 っ て い る 現在 で も 同 じ 現象が生

じ る 。 真 っ 先 に あ の 閉 会式の ス テ ー ジ ・ シ ョ ー が飛

び出 し て く る 。 白 い獅子舞の踊 り 、 沖 縄独特の空手

・ 古武道の舞、 太鼓の愕 き 、 両側の大胆的 な 「 の ぽ
り 」 、 そ して演舞参加 し た 未 来 の大勢の ウ チ ナ ー ワ

ラ パ ァ ー達の笑顔 と 動 き 、 それこ そ演出 ス テ ー ジの
凡て に情熱が発散 さ れ私の91砧 衷 に 印 象深 く 焼 き つ い

ている。 それはあのi酋席の大会場の皆の胸 に濃原 に
刻 ま れた と 思 う 。

国際通 り での前夜祭パ レ ー ド は大会盛 り 上げの ス
タ ー ト に な り 開会式では海外の ウ チ ナ ン チ ュ • 関係
者達 を 興 蒋 さ せた。 我が会のパ レ ー ドで は フ ラ ン ク
・ シ ナ ト ラ の 「ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ニ ュ ー ヨ ー ク 」 の C D
に足取 り を合わせた。 当 会の衣装 「 自 由 の女神」 の
団体姿が地元新聞のセ ン タ ー ペー ジに堂々 と 掲載 さ
れ我 ら50人近 く のパ レ ー ド参加者達 は感激で感無蜀
だ っ た。 それが大き なお土産話 に な っ た。 会員達の
息子 や孫息子等が横断幕 を 引 っ 張 り 行進 し 、 ウ チ

ナ ー D N A を誇 り に再認識す る絶好のチ ャ ン ス だ っ
た。 先回 の2001年大会 はニ ュ ー ヨ ー ク を 襲 っ た テ ロ
事件直後だっ た。 ニ ュ ー ヨ ー ク は意気消沈どこ ろ か
正真正銘の う つ病症の苦痛真っ 盛 り だ っ た。 その時
の参加者は14 名 。 その大会にての当 会の参加ぶ り と
活動内容 を比較 してみる と 今回 は見事に挽回 し た と
云 え よ う 。 「チ ャ ン プ ル ー ・ ス テ ー ジ」 で は 私 達 は
「空手エイ サ ー」 で他の県人会、 米国人空手家 た ち 、
沖縄現地か ら の踊 り 手た ちが入れ替わ り 立 ち代 り で
ス テ ー ジで二度 も 愉快に踊 っ た。 地元のサ ン シ ン 地
謡 た ち の ナ マ演 奏 は 我 々 海外 ウ チ ナ ー 踊 り 手達 に
と っ て は贅沢な経験だっ た と 今で も 異 口 同音にユ ン

タ ク の種に な っ て いる。 総計45人の総出でそれこ そ
チ ャ ン プル ー文化交流の 目 的 を 果 た し た と 実感 し て
い る 。
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大会の 目 的、 「 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク を担 う 次世代
の育成」 と 「 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク の継承 と 深化 ·

拡充」 について今回 数多 く 素晴 ら し く 企画 さ れ、 そ
して実現 さ せて く れた と 只感謝の念で一杯であ る。
海外 ウ チ ナ ン チ ュ 我々 の為への気配 り その心境 は 正

に 「 ウ チ ナ ー チム グ ク ル」 だ と 心底か ら 思 う 。 そ の
様 な チ ム グ ク ル心境 を全世界の ウ チ ナ ン チ ュ 、 友
人、 関係者た ちが同時に共有で き た … … それが今回
の ウ チ ナ ン チ ュ 大会だ と 信 じ て 止 ま ない。

ィ ッ ベ ー ニ フ ェ ー デー ビル ！

鈴木 明 （ワシントンD. C ． 沖縄会）

第 2 回大会か ら 参加 し た私ですが、 各大会でそれ
ぞれ違っ た印象を持ち ま し た。 第 2 回大会で は 、 初

めての参加 と い う 事で、 一体 ど う な っ て い る の か 、
何がな んだか分か ら ず、 と に か く 他の皆 さ んの 後 を

ついて 回 り 、 自分か ら 参加 し た と い う 印 象 は あ り ま



せ ん で し た。 し か し な が ら 、 前夜祭の国際通 り を パ
レ ー ド し て 、 こ ん な に も ウ チ ナ ン チ ュ ー と い う の は
自 分た ち の ア イ デ ン テ イ テ ィ ー を 強 く 持 ち 、 つ な が
り が強 い ん だ と い う 強烈 な 印 象が私の胸 に今で も 強
く 残 さ れ て い ま す。 こ れ は 、 大和ん ち ゅ ー であ る 私
に は 、 ま ぶ し い ぐ ら いの強烈 さ で し た。 そ れで も 、
仲 間 の 一 人に な り た く 、 そ の 中 に ひ たす ら 入 っ て無
我夢 中 で参加 し た 大 会 だ っ た と 言 っ て い い で し ょ
う 。

第 3 回大会は、 民間大使 に な り 、 どち ら か と い う
と 、 民 間 大使 を 通 し て何が出 来 る の だ ろ う と の思い
が強か っ た大会だ っ た よ う な気が し ま す。 深 く 印象
に残っ た の は 、 那梢国際高校での生徒達 と の交流で
し た。 生徒達が目 を 爛 々 と 輝かせ、 質問 し て き た り
し た の を 覚 え て い ま す。 こ れ こ そがウ チ ナ ン チ ュ ー

が世界 に 羽 ばた い て い く 原点。 こ の大会の参加人数
を 考 え る と 、 あ ら た めて大勢の ウ チ ナ ン チ ュ ー が海
外 に 出 て 、 活躍 し て い る の だ と 思わ ざる を 得 ま せん
で し た。 世界各 国 に散 ら ばっ て い る こ の ウ チ ナ ン パ
ワ ー は 一体 ど こ か ら 出 て く る の だ ろ う か と 。

さ て 、 今大会で は 、 過去 2 度参加 し た お かげで、
自 分が どん な プロ グ ラ ム に どの よ う に参加 し た い か
がは っ き り 意識で き た よ う に思 え ま す。 ま た 、 自 分
が メ ン バ ー であ る ワ シ ン ト ン D. C． 沖縄会 を 通 じ て
知 り 合 っ た 人達、 民 間 大 使 を 通 じ て 知 り 合 っ た 人
達、 ウ チ ナ ン チ ュ ー であ る 妻 を 通 じて知 り 合 っ た 人
達 と の 旧 交 を 温めた大会で も あ っ た よ う な 気が し ま
す。 し か し 何 と い っ て も 、 教育に携わ っ て い る 私 に
と っ て 、 「一校一国運動」 での伊江中学 と の交流 は 、
新 し い発見 に な り 、 ま た違 う 沖縄を見た気が し ま し
た 。

次の大会では、 是非、 ま だ こ の大会に 一度 も 参加
し た事の な い、 私 を 沖縄夢 中 病 に かか ら せた 妻 と ニ
人 で も う 一 度 「沖 縄 と 私」 を そ れ ぞれ、 ウ チ ナ ン
チ ュ ー の立楊で、 ま た大和 ん ち ゅ ー の立場で考 え な
が ら 参加で き た ら と 考え て い ま す。

最 後 に 、 こ の大 会 を 実現 さ せ る た め に 陰 と な り 日
陰 と な っ て努力 し て く だ さ っ た 関係者の皆 さ ん に心
よ り 感 謝の 意 を 述べ た い と 思 い ま す。 イ ッ ペ ー ニ
ヘ ー デー ビル。

平良 恵子 パー マ ー （アトランタ沖縄県人会会長）
大 会年2006年の 2 月 に 「第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン

チ ュ 大 会」 参加者 ア ン ケ ー ト を 県人会で発行 し た 。
ガ ソ リ ン の値段が歴史的 に 高 い年 と 言 わ れ た 時 だ け
に 航空券が高 く 、 参加者数が少な い と い う 困難 に面
し た。
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し か し 、 6 月 の初 旬 、 稲嶺県知事一行 が ア ト ラ ン
夕 訪問の際、 大会参加 を 強 く 呼びかけ た た め 、 参加
者数が 4 倍 に増 え 、 旅行社 と の運賃が再交渉 さ れ、
格安の 団休航空券 を 手 に 入 れ る こ と が で き た。 10月
の 大 会 当 時 に は す で に 参加者100人以上、 他 の 米 国
州 に負 け な い数 で参加。 那覇空港到着 ロ ビ ー で は 親
睦会で知 り あ っ た 沖縄奉仕団 体 「パ イ ロ ッ ト ・ ク ラ
プ」 の 方 々 に旗郡及 び花束で歓迎 さ れ、 同乗機 し た
他国 • 他）•li の大会参加者に羨望 さ れ た 。

前夜祭のパ レ ー ド に は 、 会 員 約80人の 鮮や か な 黄
色いユニ フ ォ ー ム で国 際 通 り のパ レ ー ド に 参加。 通
り 際で は 親戚に 当 た る か も し れ な い大 勢 の ウ チ ナ ー

ン チ ュ 観客 が 「マ ッ チ ョ ー タ ン ド ー 」 、 「お 帰 り な さ
い」 、 「元気で頑張 っ て」 の 旗 幕 及 び大 拍手 の 歓迎 に 再
び里帰 り の喜 びを 味 わ い 、 感 謝 の 念 で 涙 が溢 れ 、 綺
麓 に 塗 っ た つ も り の 化粧 も 無 駄 に な っ た 。

開会式の際、 21 カ 国参加の 旗 が式 場 に 立 ち 並 ん だ
時、 私 も 世界 に 住 む 沖縄 県系 出 身 者35万 人 の 1 人 と
し て温か く 見守 ら れて い る か と 思 う と 、 本 当 に 沖縄
出 身で よ か っ た と い う 安 ら か な 気持 ち に な っ た 。 小
さ な 島 を捨て、 親 ・ 親戚 も 捨て て 、 外 国 に 飛 び立 っ
た息子 ・ 娘で も 沖縄 の 人 々 は 温か く そ の 里帰 り を 歓
迎 し て く れ る 。 そ れ は 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ の情 け」 の
表現だ と 思 う 。 「 イ チ ャ レ バ ・ チ ョ ウ デ ー 」 と い う 生
活態度 は沖縄県系出 身 者 の 社交 的 ・ 寛容 的情 け か ら
来 る と 思 う 。 昔 の 沖 縄移民一世 は 日 系 人社 会 で動物
の よ う に バ カ に さ れ、 苦労 し て き た と 聞 く が、 現在
海外 に住 む沖縄系二 世 ・ 三 世 に は 教育 家 ・ 政治 家 ・
百万長者の大成功者がお り 、 日 系 人 社会 で は 沖縄人
の 団結カ ・ 実行力 に は 一 目 置 き 、 今 で は 大 い に 尊 敬
さ れて い る と 言わ れ て い る 。

最 後 に 、 ア ト ラ ン タ 県人 会 参加 者 を 代 表 し て 、 全
島 の 方 々 ・ 県庁大会企画課の 方 々 ・ 県庁代表者稲嶺
前県知事殿へ こ の紙面 を 通 し て深 く 心 か ら 感謝 申 し
上げま す。 開 会式 及 び閉 会 式 そ の 他 の 行 事 は 何 の ミ
ス も な く 、 ス ム ー ズ に 進 み 、 「 第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー

ン チ ュ 大会」 は 大成 功 で 終わ っ た と 確信 し て お り ま
す。

キ ヨ コ ス タ ッ ド リ ー 、 ギル ス タ ッ ド リ ー
（ ペン サ コー ラ沖縄県人会）

私 た ち は キ ヨ コ ・ ス タ ッ ド リ ー と ギル ・ ス タ ッ ド
リ ー と い っ て ミ ネ ソ タ に住 んで い ま す。 フ ロ リ ダ に
あ る ペ ン サ コ ー ラ 沖縄 県 人会 の 人 た ち と 一緒 に ウ チ
ナ ー ン チ ュ 大会 に 参加 し ま し た 。
①大会は 素哨 ら し か っ た し 、 沖縄県 の 人 々 は と て も
友好的でや さ し か っ た です。 特 に パ レ ー ド で そ う 思



い ま し た 。 ②バス パ ス も 素晴 ら し か っ た です。 おか
げで楽 に 移動す る こ と がで き た し 、 お 金 を た く さ ん
節 約 で き ま し た 。 ③パ レ ー ド が と て も よ か っ た で
す。 バ レ ー ド を 見 に 来 て い た た く さ ん の 人 た ち と 会
う こ と がで き 、 み ん な と て も 親切 で し た。 ④私た ち
は 「海か ら 豚がや っ て き た ！ ！ 」 、 国立劇場での琉球舞
踊 と 組踊 り 、 チ ャ ン プ ル ー ス テ ー ジでの パ フ ォ ー マ
ン ス が好 き で す 。 全 て の 音楽 と 踊 り に 関 す る イ ベ ン
ト は と て も 良か っ た です 。 ぜひ こ れか ら も 続けて く
だ さ い。

提案 ： 開 会式 で は も っ と 沖縄 の 伝統的 な お祝いの
音 楽 と ダ ン ス を 見せて 欲 し か っ た。 表彰式
な どの儀式 は 別 々 に し て 欲 し い。 あ ま り に
多 く の 時 間 がか か り す ぎ て 、 観客 は疲れて
い ま し た 。 歓迎の ス ビ ー チ な ど と 一緒 に 音
楽 と 踊 り を 見 る こ と がで き れば も っ と 良い
だ ろ う と 思 い ま す。
そ れ で も 大 会 は 素晴 ら し く 、 ま た行 き た い
と 思 い ま し た 。

モ ー ト ン 朝子 （フロリダ沖縄県人会書記）
フ ロ リ ダ沖縄県 人 会 の 会長サエ子 ピ ー タ ー ズ （会

長任2002年 ～ 2006年 ） が率い る 会員 た ち が2006年10
月 4 日 ア メ リ カ の フ ロ リ ダ）11 か ら 沖縄へ旅立 っ た。
第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー チ ュ 大会への参加の た め であ
る 。 2001年 の 第 3 回 大 会 に 始め て 参加 し 、 今回の大
会参加 は 2 度 目 で あ る 。 大 会への参加準備は2006年
の夏 頃 か ら 県 庁 の大会実行委員 会 と メ ー ル で連絡 を
取 り 合 っ て 準 備 を 整 え て き た。 県 人 会 は 参加者会員
に 沖 縄 で の ス ケ ジ ュ ー ル を 作成 し た。 ス ケ ジ ュ ー ル
は 個 人参加 か 団 体 参 加 の ス ケ ー ジ ュ ー ル に分 け て 、
団体参加 は 必 ず 会 員 全員 で 参加 を す る よ う に し た。
ま た大 会 参 加 者 の 沖 縄 で の 連 絡先等 も 作成 し た。

会員 た ち は 沖縄 に 到 着 後 は 前夜祭のパ レ ー ド ま で
そ れぞれ ス ケ ー ジ ュ ー ル が び っ し り だ っ た。 た と え
ば故郷 で 「一校 一 国 運動」 の た め に 母校 を 訪問 し た
り 各市 町村 の 歓迎 会 に 参 加 し た り ま た 、 親戚廻 り を
し た り 、 あ る い は ウ チ ナ ー 芝居や琉舞 を 見 に行 っ た
り と 皆 は 有名 タ レ ン ト 並み の忙 し さ だ っ た。

大 会 の 前 夜 祭 パ レ ー ド か ら 始 ま り そ し て 開会式、
閉 会式 と そ れ は も う 感激 の 連 続。 こ の感激を 一 人で
も 多 く の 会貝 た ち に 経 験 を し て も ら い た い た め に会
員 に大 会 参 加 を 呼 びか け て き た 。 大会宣伝が行 き 届
い て い た の で今 回 の 大 会 は 前大会参加者 よ り も 多 く
の参加者があ っ た。 そ し て 2 世が 4 人参加 し た の も
大 き な 成果 だ っ た と 思 う 。

大 会 に 参加 し た 2 世 た ち は 口 々 に 「す ば ら し い ！

信 じ ら れ な い ！ 」 の連発 だ っ た。 そ し て 自 分の 中 に
沖縄の血が流れて い る こ と に 更 に誇 り を持っ た と の
事だっ た。 こ こ で大会参加者 2 世、 ア イ ラ ・ レ ン ス
さ んの大会参加感想 を 記 してみた い。

I Loved the Festival! 今回の大会は私に と っ て すば
ら し い体験だっ た。 開会式そ して 閉会式の沖縄の音
楽、 琉球舞踊 ま た 多 目 的広場での生パ ン ド、 その他
の色々 な シ ョ ー 、 全てが最高 だ っ た。 日 本語があ ん
ま り 話せな く て理解で き な い部分 も 多少 は あ っ た
が、 言葉 よ り も 心で沖縄 を強 く 感 じ取っ た。 それで
十分だっ た。 全てにおい て ワ ン ダ フ ル だっ た。 今回
の大会 に参加で き た 自 分 自 身 を 誇 り に思 っ た。 沖縄
について今ま で以上に 色々 と 学ぶ こ と がで き た。 も
ち ろ ん第 5 回大会に も ぜひ参加を し て こ の感激 を再
び味わ っ てみ たい。 今回の大会に参加で き た こ と に
感謝 し たい。
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さ て 、 こ こ で私自 身が参加 した企画の中から 2 、
3 点感想 を書いてみ たい。

1 . 「ワ ー ル ド ウ チ ュナ ー シ ン ポジ ウ ム」
こ の 会議の参加者 は 各県人会会長、 民間大使

な どの出席で行われたが、 今回大会で初めて試
み ら れた 「 プ ロ ジ ェ ク ト エ ス ペ ラ サ」 で は 各代
表者の意見 を 興味深 く 聞 く こ と が出来た。 それ
ぞれの代表者の発表は どれ も す ばら し く 順位 を
決め る の は難 しいのでは な い か と さ え思 え た。
そ し て こ の よ う な すばら し い各国の若者た ち の
意見 を た だ一部の人た ち だけが参加 していたの
が残念であ る 。 （ テ レ ピで全部生放送 さ れたか も
知れな いが） も っ と 地元の沖縄の県民の参加 も
あ っ た ほ う が よ かっ たのでは な いか と 思 っ た。
例 え ば各市町村の青年団体 と か婦人会 と かあ る
い は高校生代表 と かであ る 。 地元県民の一般参
加 は絶対 に必要であ る 。

2 . 「一校一国運動」
こ の企画 は今回大会始めて行われた企画だ っ た
が、 私 自 身 も こ の企画に参加で き て幸運であ っ
た。 幼い子供た ちが他国の こ と を 学ぶの は大切
な こ と だ し ま た、 本や メ デイ ア を通 して学ぶ よ
り も 直 に外国に住んでい る 体験者等 と の交流は
子供た ち に 強 い イ ン パ ク ト を 与 え た か と 思 う 。
こ の企 画 は今後 も 継統 し て い く 事 を 願 う 。

3 . 文化、 芸能関係
首里城内での 「琉球王朝 ～舞への誘い」 き ら

びやか な 首里城内での琉舞観賞 は 中 々 経験出来
な い貨重な体験だ っ た。

国立劇場お き な わ での「琉球古典芸能観貸会」
で は沖縄で も 超一流の方々 の踊 り や組み踊 り の



観貸。 こ れ も ま た私た ち外国 に 住 ん で い る 者 に
と っ て は 中 々 体験する こ と がで き ないすばら し
い文化、 芸能観賞会だ っ た。 ミ ュ ー ジ カ ル 「海
か ら 豚がや っ て き た」 こ の ミ ュ ー ジ カ ルの評判
は 前 か ら 聞 い て い た しハ ワ イ 公演や ロ ス ア ン ゼ

ル ス 公演 な どがあ っ たが中 々 見 に行 く チ ャ ン ス

がな く て悔 し い思い を し たが、 今回 の大会での
公演でや っ と 見れたか と 感激 し た。 ミ ュ ー ジ カ
ル は涙無 し で は 見 ら れ な か っ た。 すばら しかっ
た 。

「琉球交響楽 団 コ ンサ ー ト 」 は なっか し い沖縄
の メ ロ デイ ー を心行 く ま で聴かせて く れた。 コ

ン サ ー ト の最後に は獅子が出 て き て会場内 か ら
の 飛 ぴ入 り と 共 に カ チ ャ ー シ ー を踊 る 様子 に は
こ れ も ま た 感動 の あ ま り 涙が頬 を 伝 わ っ て い
た 。

最 後 に 沖縄県民そ し て稲嶺恵ー前知事、 沖縄県県
庁 ウ チ ナ ー チ ュ 大会実行委員 会の皆 さ ん、 多数の企
業関係、 各 市 町村関係者の皆様へ感謝 を 申 し上げた
い と 思い ま す。 イ ッ ペ ー ニ ヘ ー デー ピ タ ン 。

末子 オ コ ー ナ ー （タンバベイ沖縄県人会会長）
2006年10月 11 日 、 前夜祭。
私達 タ ン パペ イ 沖縄県人会は始め て の ウ チ ナ ー ン

チ ュ 大会 に 参加 し ま し た 。 国際通 り のパ レ ー ド、 沖
縄 の 人 々 の 県外か ら 来 た 沖縄人 を 歓迎 す る 言葉、
（ マ ッ チ ョ タ ン ド ー ） 微笑み、 動作。 今で も ニ コ ニ コ
私 に微 笑 み か け て い る よ う です。

12 日 、 開 会式は本当 に素晴 ら し か っ た。 最初 に 第
3 回 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会の ピデオ を 見せ、 そ し て
今度の テ ー マ ソ ン グで始 ま っ た。 こ の ニ ラ イ ヘの風

と い う テ ー マ ソ ン グ を 太鼓、 踊 り を 要れ華や か に 幕

を 開 け た。 そ し て 知事の挨拶、 中学生達の吹奏楽器
の 演奏。 エ イ サ ー 。 舞踊 色 々 。 毛が立つ程の感動 を
受 け た 。 琉球古 典 舞 踊 、 Ryukyu cowboy film、 Pizza

Pizza、 し 一 み ー 、 正お じ ー の傘、 ガマ ・ 月 桃の花 と
言 う 映 画 、 後 豚が海か ら や っ て き た と 言 う Musical

Live Show、 NHKの 喉 自 慢大会。
15 日 、 日 曜 日 。 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会最後の 日 、 閉

会式、 沖縄の人達が昔移民 し た事の物語 を テ ー マ に
し て、 そ れ を 歌や踊 り 、 エ イ サ ー な ど を繰 り 入れな

が ら と て も 素晴 ら し い芸 を 見せて呉れた。 最後に皆
で コ ン ペ ン シ ョ ン広場に行 き 、 綱引 き 、 エ イ サ ー や
花 火 を 愉 し ま せて く れた後、 カ チ ャ ー シ ー で幕 を 閉
じ た。 本 当 に忙 し い 、 そ し て 意義あ る 日 々 を 過 ごせ
る よ う な 企 画 を 作 っ て く れ た 事務局 の人達、 沖縄の

県知事、 稲嶺恵ー さ ん に感 謝 し て 、 心か ら 有 難 う と
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言 い た い。 こ の 大 会 で 頑 張 っ て く れ た 大 勢 の 子供
達、 と て も プロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル な 事 に 感心 し た。 何
日 も 何 日 も 線習 に辣習 を 重 ね 、 そ し て こ ん な に 立派
な大会を 私達海外の 人 た ち に 披 露 し て 。 こ れ を 書 き
始め て 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 で何 が一 番 印 象 に 残 っ

て い る か と 考 え た ら 、 何 も か も が と て も 印象深 く 私
の心の奥 に残 っ て い る 。 色 々 と 勉強 に な り ま し た。
そ し て ウ チ ナ ー ン チ ュ が どん な に 強 く 、 偉大か を 思

い 知 ら さ れ ま し た 。 小 さ な 子供達か ら 大人 、 そ し て
関係者の皆 さ ん本 当 に ご苦労様。 そ し て イ ッ ペ ー ニ

フ ェ ー デー ピ ル 。 五 年後 が と て も 待 ち 遠 し く 、 今後
も も っ と も っ と 続 い て欲 し い と 願 っ て い ま す。 ウ チ

ナ ー ン チ ュ だ と 云 う 事 に 誇 り を 持 た せ て く れ て 本当
に有難 う 御座 い ま す。 大 声 で ‘ ' あ り が と う ～ ～ ～ ＂

ツルコ ワイルド 高江洲 （ジャクソンビル沖縄県人会）
第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加 し て あ の

時の感動は ま だ私 の 心 に 新 し く 残 っ て い ま す。 私 は
3 度 目 の 参 加 で す け ど こ の 行 事 は 益 々 す ば ら し く
な っ て き て い ま す。 前 夜祭 で は 国 際 通 り に は4000人
余 り の 人 々 が参加 し て い ま し た 。 パ レ ー ド を す る 人

達 は 旗 を 振 り な が ら 涙 を 流 し て 歓迎 し て く れ る 地元
の皆 さ ん に あ り が と う と 答 え て い ま し た 。 ウ チ ナ ー

ン チ ュ に 生 ま れて よ か っ た と つ く づ く 思 い ま し た。
海外 に 住 ん で初 め て こ の 気持 ち がわ か り ま す 。 開 会

式 も よ かっ た。
私 は ウ チ ナ ー シ ン ポ ジ ウ ム に も 参加 し て い ろ い ろ

な こ と を 学 び、 お互い に 各 ）ヽ•I•I の 県 人 会 が一致す る と
な ん で も や れ る と い う こ と がわ か る よ う に な り 、 今

度 の 大 会 は 世代 を 負 う 次世 の 青 年 達 を 育 て る の に 良
い チ ャ ン ス を 与 え て く れ ま し た。

ジ ャ ク ソ ン ピ ル 県 人 会 も 我 々 の 世代 だ け で は な
く 、 二世、 三 世 に も ワ シ タ シ マ ウ チ ナ ー の 文化交流
の深 さ を 伝 え て い き た い と 思 っ て い ま す。

閉 会式 の 日 に は400人余 り の 若 い 青年 達 が 出 場 し

て エ イ サ ー 、 舞 踊 、 獅子 舞 な ど 舞 台 や 脇 道 な ど で
踊 っ て く れ て 会場の 雰 囲 気 は 迫力 の あ る 素晴 ら し い
場面で圧倒 し ま し た。

最 後 は野外へ出 て 一 人 一 人 を 見 送 っ て く れた こ と
は す ご く 感 激 で し た 。 閉 会式 の プ ロ グ ラ ム を 創作 し
て く だ さ っ た皆 さ ん に心 よ り お礼 を 申 し 上 げ ま す。

今度 の 大 会 は ほ ん と う に 最高 で し た 。

ま た 、 5 年後 を 楽 し み に 待 っ て い ま す。

バ ッ コ 初江 （ オ ハ イ オ州沖縄県人会会長）

私 は今回28年ぶ り の 里帰 り で 初 め て 大 会 に 参加 さ
せて頂 き ま し た 。



太平洋 に 浮か ぶ小 さ な ワ シ タ 美 島 ウ チ ナ ー 。
戦争で破壊 さ れ、 地獄の 様 な 姿か ら 立 ち 直 り 60数

年後の今 日 、 り つ ばな 島 に ウ チ カ ワ テ ウ チ ナ ー の文
化 を も っ と 知 る と 同 時 に現在の沖縄の姿 を 見 る 事が
出 来 た 。

沖縄 を 出 て 、 お の お の 違 う 異文化で人生 を 送 っ て
る 者同士が五年 に 一度我が ウ マ リ ジマ ウ チ ナ ー でお
互い心の触 れ合 う 喜 び。

前夜祭 は 地元 の 人達 と 一 つ に な り 喜 び を かみ し め
た時間、 お 帰 り な さ い 、 メ ン ソ ー レ ー 、 チバ リ ヨ ー 、
歓声、 言葉 に は 表現 で き な い感動 を 身 に 泌みて感 じ
ま し た 。

開 会式 、 素 晴 ら し い パ フ ォ ー マ ン ス の 数々 、 大会
テ ー マ の フ レ イ ズ ー の ご と く 広 が る チ ム グ ク ル 、 触
れ合 う チ ム チ ュ ラ サ と ほ ん と う に 胸鳴 る 感動の 日 々
で し た。

沖縄の発達ぶ り コ ン ベ シ ョ ン セ ン タ ー 国際劇場な
どがモ ダ ン 的 一流 な み で沖 縄 の 誇 り に思 っ た 。

各地での 素 晴 ら し い 歓迎会、 世 界 の ギ ノ ザ ン チ ュ
の 集 い 、 懐 か し い 同級生 と の 再 会す る 喜 び と 感動、
ほん と う に ウ チ ナ ー ン チ ュ で 良 か っ た。

こ の大 会 を か ね て 古 い 友 人 、 知 人達 と 一緒 に 楽 し
い時間 を 過 ごす こ と が出 来 た の も 良 い 思 い 出 と な り
ま し た 。 そ し て 、 今 ま で 知 ら ず に い た 祖先 の マ イ
ル ー ツ を 学ぶ こ と も 出 来 ま し た。

大会 中 、 全 島沖 縄 の 人達が各場所 々 で親切 に し て
も ら っ て キ ャ ッ チ フ レ ー ス の チ ム グ ク ル 、 チ ム チ ュ
ラ サが し み じ み と 肌で 感 じ た。 バス の無料の件 は 凄
く 良か っ た 。 希 望 と し て も っ と 早 目 に イ ベ ン ト の詳
し い情報 を パ ッ ケ ー ジ み た い に し て 、 送 っ て く だ さ
ればお互 い の ス ケ ジ ュ ー ル がス ム ー ズ に行 く と 思い
ま す。

参加で き な か っ た 県人 会 の 皆 さ ん行け ば良かっ た
……。 次回 の大 会 に は ぜ ひ 参加 し た い と 言 っ て ま し
た 。 次 回 の 大 会 を マ チ カ ン テ イ し て 家 族 、 友 人 、 も っ
と 沢山 の 人が参加 出 来 る 事 を 願 い た い思 い です。

奥間 正照 （ バ ン ク ー パー沖縄県友愛会）
2006年 10月 8 日 、 肌寒 く な っ て き たバ ン ク ー バー

を 飛 ぴ立 ち 、 十 数時 間 後沖 縄 に 着 い た。 南国沖縄は
ま だ夏 の 様 な 陽 気 、 空 港 の 中 に は鉢植 え の美 し い ラ
ン の花が咲 き 乱れ行 き 交 う 人 々 に 侵 し く 微笑 む。 見
と れ な が ら 出 口 に 向 か う と 、 沖縄 カ ナ ダ協会の方 々
が 「Welcome to Okinawa」 と 書か れ た横断幕 を 持 っ
て賑やか に 出 迎 え て く れ た 。 心 温 ま る 歓迎 に 長旅の
疲 れがい っ ぺ ん に 取 れ た よ う な 気が し た 。

翌 日 は 同協 会主催の 「 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 」 が

催 さ れ、 日 頃 、 国が広い為 な か な か会 う 機会の少な
い カ ナ ダ沖縄県連合 会 四 支部 （ ト ロ ン ト 、 レ ス プ
リ ッ ジ、 カ ル ガ リ ー 、 パ ン ク ーパー ） 会員 の交流が
実現 し た。 こ の様な機会を作 っ て 下 さ っ た沖縄カ ナ
ダ協会の皆様 に感謝す る と 共 に、 こ れ を 機に よ り 親
睦が深 ま り 今後の カ ナ ダ国内に於ける 各支部間の交
流促進、 さ ら に は カ ナ ダ沖縄県連合会の発展へ と 繋
がる も の と 期待で き る。

11 日 の前夜祭のパ レ ー ドは、 沿道か ら 「お帰 り な
さ い と 」 幾度 も 声 を かけ ら れ興窟 と感動の連続だっ
た。 開会式、 閉 会式は と て も 壮大で、 あ の よ う な 素
晴 ら し い ス テ ー ジは今ま でに観た事が無 く 、 感動で
目 頭が熱 く な り ウ チ ナ ー ン チ ュ と して 生 ま れた こ と
に誇 り を持ち元気が出 た。
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ま た 、 大会期 間 中 に 開 催 さ れた市町村歓迎会で
は、 出身地の恩納村主催の 「歓迎のタベ」 に招かれ、
村民の皆様 を 始め各国 に移住 している村出身者 と 交
流す る こ と がで き 、 と て も 楽 し く 有意義で有難かっ
た。

ワ ー ル ド ウ チ ナ ー シ ン ポジュ ウ ムで は、 参加 した
各国の県人会活動 を 知 る こ と が出来、 今後の県人会
活動の参考 に な っ た。 こ の 大会で芽生 え た ネ ッ ト
ワ ー ク を 、 今後 どの よ う に沖縄県や海外の県人会が
活用 し て行 く のか興味深い。

大会に参加で き る のは経済的、 時間的な問題か ら
や は り 年配者が多い よ う に思えた。 参加 し た 人た ち
は ウ チ ナ ー ン チ ュ と してのア イ デ ン テ イ テ ィ ー や絆
の大切 さ を を再認識 し 、 それぞれが将来を担 う 県人
子弟 に、 大会の様子を伝えて行 く こ と と 思 う 。 大会
で ひ と つ残念だ っ た の は 、 海外功労者 と し て特別招
待 さ れた方々 に 表彰が無かっ た こ と だ っ た。

私に と っ て は、 初めての 「世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ
大会」 への参加 だ っ たが、 一言で言え ば「来て良かっ
た」 と い う のが大会を振 り 返 っ ての感想だ。 そ し て
こ の次の大会 には も っ と 沢山 の 人 を誘っ て参加出来
ればと 思っ ている。

最 後 に こ の様 な 素晴 ら し い大会を 開 倣 し て頂 い た
沖縄県、 企画運営に携わ っ た方々 、 沢山 の 県 人ポ ラ
ン テ ィ ア の皆 さ ん に心 よ り 感謝 を 申 し 上げたい。

山城 清市 （カルガリ ーオキナワンクラブ会長）
皆 さ ん始め ま し て 、 カ ナ ダの カ ル ガ リ ー市 に住む

山 城 と 申 し ま す。
今 カ ル ガ リ ー の気温は、 ー 20度 と 白 い氷の世界に

な り ま し た。 外 に 出 る のが億劫 に な り 、 家の 中 に 閉
じ こ も る 日 々 が多 く な り ま し た。 そ し て 、 いつ も こ
の季節 に な る と 決 ま っ て 恋 し く な る のが故郷沖縄の



事です。 青い海、 青い空、 暖かい 日 差 し 、 そ し て な
に よ り 恋 し い の が沖縄に住む父母や兄弟です。

今年 は 例年 に 無 く その思 いが強い様です。 それは
第 四 回 ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 に 、 参加 さ せていただい
た か ら か も し れ ま せん。 大会 に は カ ル ガ リ ー 県人会
を 代表 し て 、 出 席 さ せて い た だ き ま し た。 初めての
参加で し た が誘 き と 感激 と 感動の連統で し た。 それ
は 今で も な お かつ 、 僕の心の 中 に余韻 と し て残っ て
い ま す。

5 年ぶ り の 沖縄、 深夜の那覇航空に降 り 立つ と 驚
き の 歓迎のセ レ モニ ー があ り ま した。 旅の疲れ も あ
り ま し た が感激で涙が出 そ う に な り ま し た。

2 日 後、 県庁に敬意訪問、 県知事 を は じ め多 く の
職員 か ら 温かい歓迎の言葉 を い た だ き ま し た。 その
あ と 、 カ ナ ダ協会に よ る 歓迎のバー テ ィ ー に招待 さ
れ、 そ こ で素 晴 ら し い琉球舞踊 や 迫 力 満 点 の エ イ
サ ー に圧倒 さ れ ま し た。

そ し て 翌 日 の国際通 り での パ レ ー ドは約4000人の
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ が大会を祝い、 その国々 の県
人 会 の 特色 を ア ピ ー ル し な が ら パ レ ー ド を し ま し
た。 僕 も 負 けず と 声 を大に し て カ ナ ダ を ア ビ ー ル、
その時、 歩道の多 く の県人か ら 拍手 と お帰 り な さ い
の声 を か け ら れ、 思わず込み上げる 熱い も のがあ り
ま し た。

開会式、 胸 を打つ大会の歌で始 ま り 祝辞、 そ し て
各国の代表 に 混 じ っ て呼ばれた僕に会場か ら 大 き な
声援 と 拍手 、 舞台 に立つ僕は感動 と 感激で一杯で し
た。

閉 会式、 舞台では大 人子供 を 交 え 素晴 ら し い エ イ
サ ー 、 そ れ か ら 移民 を テ ー マ に し た 寸 劇 、 ク ラ イ
マ ッ ク ス は大綱引 き の上が り を も 入 り 混 じ り の 中で
カ チ ャ シ ー で大会は終わ り ま し た。 消 え ゆ く 騒音の
中 で泣 く 者、 次の大会の再度の 出会いの約束 を す る
者、 別 れ を 惜 し む者、 た だ呆然 と た たずむ者 と そ れ
ぞれで し た。

そ の ほ か に僕 の 出 身地の与那原町で も 盛大 な 歓迎
のパ ー テ ィ ー を催 し て 下 さ い ま し た。 本当 にi喜 し く
幸せに思 い ま し た。 あ り が と う ご ざい ま し た。

こ の大会で僕は い ろ い ろ な 素 晴 ら し い体験 を さ せ
て い た だ き ま し た。 故郷沖縄の 人 々 の温かいチ ム グ
ク ル、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ と の触れ合 い 、 見 て 、
触 れ て 、 感 じ て 、 全 て感動 と 感激の連続で し た。
こ の様 な 世界 に も 類 の 無 い 大 会 に 参加 さ せ て い た だ
き 県民 の皆 さ んあ り が と う ご ざい ま し た。
そ れか ら 大会 を 主催 し て 下 さ っ た県庁の皆 さ ん あ り
が と う ご ざい ま し た。 そ し て ご苦労様で し た。 心か
ら 感謝 し て お り ま す。
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マ リ ア ン 真鶴 神 山 リ ィ フ ァ イ ヴ
（トロント球陽会）

2006年10月 、 私 は 家族 と 一 緒 に 沖縄 で 開 催 さ れ る
ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加 し ま し た 。 両 親 は沖縄生
ま れの 沖縄育 ち です。 父 は読谷出 身 で母 は勝連の 出
身です。 私 は カ ナ ダ生 ま れの 2 世で カ ナ ダ人 と 結婚
し ま し た。 息子 に 私 た ち の ふ る さ と で あ る 沖縄 を 紹
介す る の に こ の 大会 が 素哨 ら し い 機会 だ と 私 た ち 夫
婦は感 じ ま し た。 父 は カ ナ ダの ト ロ ン ト に あ る 県人
会、 ト ロ ン ト 球陽 会 の 会 長 で し た。 父 が全 会 員 に大
会で行わ れ る イ ベ ン ト を 紹 介す る と 、 す ぐ に 大会へ
の参加 を希望す る グ ル ー プがで き ま し た。 そ れで参
加者 に は 沖縄の ど こ で も 使 え る 大会 ワ ッ ペ ン と バス
パス が配布 さ れ ま し た。

大 会 は ほ ん の 数 日 間 で し た が、 多 く の イ ベ ン ト が
予定 さ れて い て 、 どれ も が素 晴 ら し そ う な の で どの
イ ベ ン ト に 参加す る か決め る の は と て も 難 し か っ た
です。

到着 し た次の 日 に は 、 家 族 や友 人 と 一緒 に 那覇 大
網挽 き を 見 に行 き ま し た 。 会場 に 瘤 い て 綱 を 見 た と
き は、 見渡す限 り の綱 と そ の あ ま り の大 き さ に ビ ッ
ク リ し ま し た。 夫 も 友 人 も 一 緒 に 網 引 き に 参加 で き
る こ と に ド キ ド キ し て い ま し た 。 東軍 と 西 軍 が 出 会
う セ レ モ ニ ー が終わ る と 綱引 き が始 ま り ま し た。 15
分の激 し い 引 き 合い の 後 、 夫が引 っ 張 っ て い る 方の
勝 ち が宣言 さ れ ま し た。 こ ん な に 多 く の 人 が巨大な
ロ ー プ を 引 き 合い 、 そ し て 綱 が動 く の を 見 て と て も
驚 き ま し た。 地 元 の 人 た ち は 私 た ち に 綱 を 切 っ て
持 っ て い く よ う 勧 め 、 そ の綱 が幸 せ と 運 を も た ら す
こ と を 教 え て く れ ま し た。 私 た ち は み ん な 短 く 切 ら
れた綱 を も ら う た め に 列 に 並 び ま し た 。 こ れで幸運
と 幸せ を も た ら さ れ る だ け で な く 、 み ん な と 一体 に
な れた 気が し ま し た。

翌 日 、 平和バ ス ツ ア ー に 参 加す る た めバ ス パス を
使 っ て 那 覇 に行 き ま し た 。 ツ ア ー は 1 日 か け て 沖縄
戦 に つ い て 学 ぶ も の で し た。 た く さ ん の 戦跡 を 巡
り 、 そ れぞれの場所で語 ら れ る 話 に 心 を 揺 さ ぶ ら れ
ま し た。 平和祈念資料館 で は 戦争 で 亡 く な っ た 全て
の方々 の 名 前 が彫 ら れて い る と い う 平和 の礎 を 見学
し ま し た。 そ れ か ら 平和公園 に 行 き ま し た 。 公園 は
休園で し た が特別 に 開 け て く れ ま し た 。 そ こ で は 5
年前の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 の 参加 者 が植 え た 木 を 見
ま し た。 そ し て今 回 の 参 加 者 で 記念植樹 を 行 い 、 蝶
を 大空 に 放 ち ま し た 。 木 を 植 え る こ と がで き て 、 そ
の行為 は 我 々 が 世 界 平 和 を 祈 念 す る こ と の 象 徴 と
な っ て い ま す。 ツ ア ー は と て も 有益 で思 い 出 深い も
の で し た。



そ の次 の 日 は ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会の 開会式の 日 で
し た。 出 席者 は み ん な そ れぞれの 国や県人会 に別れ
て座 り ま し た 。 開 会式 は 故郷 に 戻 っ て き た ウ チ ナ ー

ン チ ュ 全員 を 歓迎 す る 行 事 で し た 。 そ し て 県人会の
会長や新 ウ チ ナ ー 民 間 大使 、 そ の他著名 な参加者が
紹 介 さ れ ま し た 。 全 て の 県 人 会 の代表者 を 見 る こ と
がで き て と て も お も し ろ か っ た です。

数 日 に か け て 、 沖 縄の い ろ い ろ な 所 を 見 て 回 り ま
し た。 新 し く な っ た 水族館で は様 々 な 海洋生物 が ど
の よ う に 生 活 し て い る の か 見 る こ と がで き た し 、 イ
ル カ シ ョ ー も 見 ま し た。 イ ル カ シ ョ ー に は息子 も 大
喜 びで し た。 そ し て 琉 球村 と 玉 泉 洞 に も 行 き ま し
た。 両方 と も 沖縄の文化 と 自 然の美 し さ が満載で本
当 に 楽 し か っ た です 。 そ の 中 で も 特 に玉泉洞で見た
エ イ サ ー が本当 に よ か っ た です。 音楽 も 踊 り も と て
も 愉快 で 力 強 か っ た で す 。 エ イ サ ー は 本 当 に お も し
ろ く て 、 ど ん な に 見 て も 見 た り な い ぐ ら い で し た。
息子は 太 鼓 の 音 が大 好 き で、 エ イ サ ー を 見 る と いつ
も そ れ に 合わ せ て 踊 っ て い ま し た。 夫 と 友人は沖縄
の伝統 的 な 踊 り で あ る 琉舞 を 見 て 感激 し て い ま し
た。 伝統的 な 踊 り と 衣装 が気 に 入 っ た よ う で し た。
彼 ら は そ の美 し い踊 り 手の 人 と 一緒 に 写真 を 撮 る こ
と がで き て と て も う れ し そ う で し た 。

ま た首 里城 で は 沖縄 の 歴 史 に つ い て 学 び ま し た 。
首里城か ら 下 を 見下 ろ す と は っ と 息 を 飲 む ほ どの素
晴 ら し い眺 め だ っ た し 、 下 か ら 見 上 げた 首里城 も 素
晴 ら し い眺め で し た 。 首 里城 で は 観光 ガ イ ド全員が
当 時の 衣装 を 身 に着 け て お り 、 ま る で 当 時の首里城
に で も い る かの よ う に感 じ ま し た 。 私 た ち の最 も お
気 に 入 り の 場 所 は 平 和通 り で し た。 そ の通 り に あ る
店 の 数 に 驚 き 、 そ し て そ こ で は と て も お も し ろ い人
た ち と 出 会 い 、 あ い さ つ を 交 わ し 、 私 た ち が住 ん で
い た と こ ろ に つ い て 聞 か れ た り 、 彼 ら の 生活 に つ い
て も 話 を 聞 い た り す る こ と がで き ま し た 。

私 た ち は 前 夜 祭 パ レ ー ド に も 参加 し ま し た。 パ

レ ー ド で は た く さ ん の 参 加 者が民族衣装 に 身 を 包
み、 そ の様子 は と て も カ ラ フ ル で し た。 パ レ ー ド し
て い る 間 、 み ん な は 誇 ら し げに 自 分の 国 の 旗 を 振 っ
て 、 見 て い る 人た ち に小 さ な お み や げを 配 っ て い ま
し た。 ま た パ レ ー ド の 横 で は与 俄小学校の吹奏楽団
と 生徒 た ち がバ ナ ー を 掲 げ て 私 た ち を 大 き な 声で励
ま し て く れ ま し た。 次 の 日 に 一校一国運動 で与儀小
学校 を 訪問 す る こ と に な っ て い た た め 、 私 た ち 家族
に と っ て と て も 大 き な 意味があ り ま し た。

那 覇市 に あ る 与儀小学校で は 、 校長先 生 と 教頭先
生が我 々 を 歓迎 し 、 学校 を 案 内 し て く れ ま し た。 そ
し て体 育 館 で は 、 生 徒 達 か ら カ ナ ダ に 関 す る た く さ

んの素晴 ら しい質間 を受け ま し た。 校長先生 は 各学
年の子供 た ち が我々 を 歓迎する た め に 余 腺 を 一生懸
命錬習 してい た こ と を 教えて く れ ま し た。 子供た ち
は エ イ サ ー を 踊 っ た り 、 空手 を 披露 し た り 、 歌 を
歌 っ た り 楽器を演奏 し た り し て く れ ま し た 。 こ ん な
素敵な も て な し を 受 け る と は 思 っ て い な か っ た た
め 、 と て も 感動 し ま した。 与俄小学校で学校制度や
生徒た ち について教わ り 、 給食の こ と や教室の 中 と
外を 自 分た ち で掃除す る こ と 、 外履 き で教室 に 入 っ
て はいけ な い と い う こ と を 知 り と て も 梵 き ま し た。
カ ナ ダの学校 と の 教育制度の違い に と て も 驚 い た
し 、 校長先生 と 教頭先生 と は と て も 典味深い話がで
き ま した。

大会の終わ り を 飾 る イ ペ ン ト は 閉 会式で し た。
それは壮観で素晴 ら し い イ ペ ン ト で し た。 閉会式は
色 々 な イ ベ ン ト の報告や ス ラ イ ド、 ピデオ で構成 さ
れてい ま し た。 それは我々 ウ チ ナ ー ン チ ュ が世界の
様々 な地域で暮 ら し てお り 、 みんな 一つであ る と い
う こ と を 教え て く れ ま し た。 閉会式が終わる と 、 外
で は グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レが始 ま っ た と こ ろ で し た。
み ん な が一緒に な っ て 踊 っ た り 、 楽 し んだ り す る 様
子 は と て も 素晴 ら し い光景で し た。
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沖縄でや り た い こ と は と て も た く さ んあ り ま し た
が、 全部やる だけの時間 は あ り ま せ んで し た。 で も
沖縄で経験 し た こ と は 素晴 ら し く て忘れがた い思い
出 と な り 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の ア イ デ ン テ ィ
テ ィ ー を私だけでな く 夫や息子に も 伝 えて く れ ま し
た。 こ の経験で私がどこ に住んでいた と し て も 沖縄
は 私 の 人生の 一部 で あ り 、 私 の 中 に は ウ チ ナ ー ン
チ ュ の血が流れて いる こ と がわ か り ま し た。

宮城 調智 （ブラジル沖縄県人会前会長）
海外に住 む吾々 のために、 第 4 回世界の ウ チ ナ ー

ン チ ュ 大会 を 開催 して く だ さ っ た 沖縄県 に対 し 衷心
よ り 感謝お礼申 し上げま す。

プラ ジ ル か ら 約450名 が参加 し ま し たが沖縄の皆
様の心か ら の 歓迎 と 温かい も て な し で 、 素晴 ら し い
大会 に参加する こ と が出来衷心 よ り 感謝いた し て お
り ま す。 盛大な大会であ っ た だ け に 、 す んで 後 の む
な し さ で淋 し い思い を し ま し た。 5 年後 に 開 催 さ れ
る次大会 を 一 日 千秋の思いで待 ち わ びて い ま す。 大
変お世話に な り ま し た。 大会に参加 し て 惑 じ た こ と
を 簡単 に述べたい と 思い ま す。
開会式 と 閉会式

開会式 に 出 席 し て 、 今大会 は 「 実 に 素晴 ら し か っ
た」 と の 一言 に つ き る 。 一糸乱れぬ進行、 運営の素
晴 ら し さ に 感動 し た 。 開 会式、 閉 会式ばか り で な く



数 多 く の イ ベ ン ト が整然 と 巡営 さ れて い る 様 を プ ラ
ジ ル か ら 参加 し た若い二世、 三世の皆 さ ん は沖縄県
人 の 條 さ に痛感 し 誇 り を 持 っ た こ と と 思 う 。

カ チ ャ シ ー の と き 等一度 も 手 を上げた こ と がない
二 世 た ちが不慣れ な 舞 に熱狂 し 、 喜ぶ姿は実 に感無
批 だ っ た。

世 代 交 代 の 進 む 外 国 で大 会 に お い て ウ チ ナ ー ン
チ ュ の 絆 を 深 め 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ は将来明 る
く 発展す る こ と と 信 じ ま す。
前夜祭

世界各国か ら 参加 し た4500名の ウ チ ナ ー 県系人が
国 際 通 り で繰 り 広 げた前夜祭は正 し く 世界の ウ チ
ナ ー ン チ ュ の 和 と 心 を 如 実 に 現 し た イ ベ ン ト だ っ
た。 皆様の あ の喜 ぴ、 あの感動実 に 見 ごた え の あ る
イ ペ ン ト だ っ た。
市町村 と の交流

プ ラ ジ ル か ら 参加 し た450名 の50％ は 二 世、 三 世
だ っ た。 出発前彼 ら は 日 本語 も あ ま り 話せ な い の に
ど う な る こ と か と 心配 し ながら の出発だ っ た 、 しか
し 那覇空港では 一度 も 会 っ た こ と の な い親戚た ちが
横文字で名前 を書い た プ ラ カ ー ド を 高 く 上げて 迎 え
て く れた。 全 く 知 ら な い親戚 と 抱 き 合 っ て喜ぶ姿は
な ん と 美 し い こ と で し ょ う 。 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 目 的
がそ こ に あ っ た。

各 市 町 村 で も 歓迎 会 を 催 し て く だ さ っ た。 島 ん
ち ゅ と い う つ な が り があ り 、 実 に 楽 し い心の通い合
う 歓迎会だ っ た。 美 し く 素晴 ら し い 島 、 親切で情け
深 い 人た ち に お会いする こ と が出 来 た こ と は 大 き な
誇 り を 抱い た こ と で し ょ う 。

沖縄県、 沖縄県人の皆様今度の大会 に は大変お世
話 に な り ま し た 、 今大会のすべて が感動的で し た 。
沖縄 と 世界に散在す る ウ チ ナ ー ン チ ュ と ウ チナ ー ン
チ ュ 大会、 民間大使、 WUB、 ジ ュ ニ ア ス タ デ イ ー ツ
ア ー 、 留学生、 研修生、 芸能交流その他い ろ い ろ な
制度 を 通 じ深い絆 を 保持 し て お り ま す、 そ の よ う な
交流事業 を 永統 し互い に協力 し あ い 世界の ウ チ ナ ー

ン チ ュ と し て永 遠 に 進歩発展す る こ と を祈願い た し
ま す。

島袋 フ ァ ン （ペルー沖縄県人会会長）
第 4 回 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 に は 、 ペ ル ー 沖

縄県人 会 を 代表 し て 、 と て も 良い経験に な っ て 、 ウ
チ ナ ー ン チ ュ であ る 事 を 再度確認で き ま し た。 ま た
は 、 親 か ら 教 え ら れ た 習慣、 チ ム グ ク ル と い う 優 し
い ス ビ リ ッ ツ を 次世代 に 教 え る よ う に確信 し て い き
た い気持 ち に な り ま し た。

個 人 的 に実行委員 会 の 皆様 や 沖縄県民が暖か く 出
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迎 え た事に感動 し ま し た。 ま た は 、 積極的 に 県人会
長 と 民間大使の シ ン ポ ジ ュ ー ム に 参 加 出 来 て 良 か っ
た と 思 い ま す。 そ し て 、 ハ ワ イ 東 洋研究所の 沖縄同
窓会主催 シ ン ポ ジ ュ ー ム で 海外 に 住 ん で い る ウ チ
ナ ー ン チ ュ の 様子 を 知 っ て 良 か っ た です 。

ペ ル ー 沖縄県人会 は 、 出 来 る だ け 多 く の 若 い 人た
ちが参加 し て欲 し い と い う ス タ ン ス でペ ル ー 団体を
形成 し て き ま し た 。 で す か ら 、 プ ロ ジ ェ ク ト ・ エ ス
ペ ラ ン サ で グ ラ ン プ リ ー を 取 っ た 小波津兄弟 さ ん、
ヤ ン グ ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 プ ロ ジ ェ ク ト を 提案 し た
比嘉エ リ ッ ク 君や ギマ ッ ク ・ ク リ チ ア ン 君 、 次世代
代表者 と し て比嘉 メ リ ー さ ん 、 そ し て 新 ウ チ ナ ー 民
間大使 に 選 ばれ た 諸見 里 ド リ ス さ ん の 参加 を 積極的
に サ ポ ー ト し て き ま し た。 因 み に 、 ヤ ン グ ウ チ ナ ー

ン チ ュ 大会 プ ロ ジ ェ ク ト が 2 月 28 日 か ら 3 月 3 日 ま
で に リ マ で 開催 さ れ ま す。 参 加者 は 、 ア ル ゼ ン チ ン
( 3 名 ） 、 プ ラ ジ ル ( 1 名 ） 、 ペ ル ー 地 方 ( 1 1 名 ） 、 リ
マ ( 6 名 ） に な っ て い ま す。

改 め て 、 稲嶺恵一 （前知事） 委 員 会 長 と 実行委員
会事務局の皆様 に こ の素晴 ら し い イ ベ ン ト を 実施 し
て頂 き ま し て 、 誠 に 感 謝 い た し ま す。 今後 と も 、 こ
の よ う な 大 会が続 け る よ う に 願 っ て お り ま す。

マ リ コ ヒ ガ エ ヴ ァ ン ヘ リ ス タ
（フィリピン沖縄県人会）

私 は 第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 参加す る
た め に2006年10月 10 日 に 沖縄 に や っ て 来 ま し た。 大
会 に 参加す る の は今 回 で 4 回 目 に な り ま す。 し か し
マ ニ ラ で仕事の約束があ り 、 今 回 は こ れ ま でで最 も
短い訪問 で し た 。 そ の た め 時 間 を う ま く や り く り し
て 、 大会 イ ベ ン ト に 参加 し た り 、 大学 や 小学校 に 訪
問 し た り し ま し た 。 ま た わ ず か で も 空い て い る 時間
があ れ ば、 沖 縄 の 親 類 や 友 人 に 会 う よ う に し ま し
た。

ま ず最初 に こ ん な 素晴 ら し い大 会 を 開催 し て く れ
た主催者 に お め で と う と 言い た い です 。 た く さ ん の
ポ ラ ン テ ィ ア の方 々 の お か げ で 不 便 に 思 う こ と は何
も な く 、 迷 う こ と は あ り ま せ ん で し た し 、 プ ロ グ ラ
ム 、 パ ン フ レ ッ ト 、 様 々 な プ ロ グ ラ ム の チ ケ ッ ト や
おみやげな ど を 受 け取 る こ と も で き ま し た 。 式典は
素晴 ら し か っ た です。 特 に ホ ノ ル ル の 市 長 の ス ピ ー

チ。 何 よ り も 沖縄の伝統的 な 踊 り と 演舞 は皆 の 心 を
引 き 付 け ま し た。 私 の心 と 体 も 太鼓 の 調べ に 合わせ
て 揺 り 動 か さ れ、 全 て の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 一 体 に
な っ た よ う に感 じ ま し た。 そ し て 自 分た ち の独 自 の
文化に こ ん な に も 誇 り を 持 っ て 優雅 に そ し て 巧み に
演 じ る 若者 た ち が こ ん な に た く さ ん い る こ と に と て



も 感動 し ま し た 。 沖縄県 と 教育関係機 関 に は 、 重要
施策の 一つ と し て今後 と も 沖縄の文化 と 伝統の継承
に努め て 頂 き た い と 思い ま す。

沖縄に帰 っ て 来 る と 「帰 っ て 良か っ た」 と いつ も
思い ま す。 今 回 も 母や い と こ 、 他の親類 を 訪ね ま し
た。 通 り 慣れ た 道 を 通 っ て い る と フ ァ ー ス ト フ ー ド
の チ ェ ー ン 店 や コ ン ピ ニ エ ン ス ス ト ア 、 ス ー パ ー

マ ー ケ ッ ト の 数が増 え た の に 気付 き ま し た。 沖 縄 ソ
バの お 店 や 日 本食 の レ ス ト ラ ン が少 な く な っ て い る
よ う に感 じ る の は 私 だ け で し ょ う か ？ こ の他 に も 国
際化 し て い る 様子 を 数多 く 見 か け ま し た。 で も 変 わ
ら な い も の も あ り ま す。 そ れ は 沖 縄 に 住 む 人 々 の親
切で親 し み や す い と こ ろ です。 彼 ら の 笑顔 そ し て誰
にで も 手 を さ し の べ た り 「故郷 に 帰 っ て き た私 た ち 」
に普通 に 話 し か け て く れ る や さ し さ は忘 れ る こ と が
で き ま せん。

ま た琉 球大 学 の 教授 と ス タ ッ フ の皆 さ ん に お 礼 を
申 し上げた い で す 。 私 は 日 本 人教師の登成に強い関
心 を 持 っ て い る の です が、 貴重 な お 時間 を 割 い て い
た だ き 、 専 門 的 意見 を 示 し て く だ さ い ま し た。 そ し
て東風平小学校の校長先生、 教 師 、 生徒た ち も 私 を
温か く 迎 え て く れ 、 教 室 を 見学 し た り 日 本の教育の
い ろ い ろ な 面 を 学 ばせ て く れた こ と に 感謝 し ま す。

ふ る さ と 沖縄 に 帰 っ て く る こ と は本 当 に う れ し い
こ と です。 大 会が終わ る と い つ も ウ チ ナ ー ン チ ュ と
し て の ア イ デ ン テ イ テ ィ ー を 新 た に感 じ て 沖縄 を 去
る こ と に な り ま す。 こ れ は 不思議 な こ と に長年住ん
で い る 第二の 故郷 フ ィ リ ピ ン に い て も 相容れ な い も
の で は あ り ま せ ん 。 で は ま た 次の 大 会 で お 会 い し ま
し ょ う 。

浦崎 光男 （ ス ウ ェー デ ン ウ チ ナー ンチュ会会長）
第 4 回 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会 で お 世話 に な り

ま し た こ と 心 よ り お礼 申 し 上げ ま す。
大会は 沖縄 と 私達 と の 唯一 の 掛 け橋であ り ま すの

で 「次 回 大 会 へ の 思 い 」 と し て 沖縄の 人 々 と の交流
で私達 の 住 ん でい る 国 、 風習 の 紹 介 し 、 そ し て沖縄
のす ば ら し い観光資源 を 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 国
ヘ紹介 し て ほ し い。

私の住 ん でい る ス ウ ェ ー デ ン か ら 年 間 数十万人の
人 々 がア ジ ア に 旅行 し て お り ま す。 人 々 と 意義の あ
る 交流 は 世 界 平 和 へ の 一 歩 又 は 基磋 と な る の で は な
い か と 思 い ま す。
ド レ ー ア ー 仲松 京子 （ ド イ ツ沖縄県人会）

私 は 世 界 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に 出席す る の は今
回が 2 度 目 で す 。 前 回 は 一 人 だ っ た と い う こ と も あ
り 、 今 回 グ ル ー プ で （ ほ ん の 6 人 で す が） 参加で き

たこ と が と て も 嬉 し く 、 ま た前夜祭のパ レ ー ドでは
全員揃 って ド イ ツの民族衣装 を着て国 旗 を 振 り な が
ら行進 し、 楽 しい思い出がいっ ぱいの大会に な り ま
した。 大会の ワ ッ ペ ンの お かげで普通の観光客 と 大
会参加者の 区別がで き 、 ど こ へ行っ て も ハ ロ ー と 声
を かけ ら れ、 様々 な国 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 知 り 合い
に な れたこ と も す ば ら しい経験の ひ と つです。

前 回 と 比べて 目 に付いたのは、 若い 世代の 人が大
会のい たる と こ ろで活躍 している と い う こ と です。
会場内で道を尋ねて も 、 舞台を観削 し て も 、 明 る い
元気な顔 に出 会 う と こ ち ら ま で気持 ちがな ごやか に
な り ま す。 コ ン サ ー ト や ミ ュ ー ジ カ ル 、 首里城での
催 し物、 ス ポ ー ツ を 通 じ ての交流、 沢山の プ ロ グ ラ
ム を 通 して出 会いの場 を準備 してい た だ き 本当 に あ
り が と う ござい ま した。 大会のテ ー マ ソ ン グ は こ ち
ら に帰 っ て か ら も 何度 と な く 聞 き ま したが、 主人は
車 を 運転す る 時 も 聞いている よ う です。

言葉 は通 じ な く て も 、 沖縄音楽の暖か さ と リ ズ ム
感が主 人 に も 伝 わ っ て い ま す。 ま た 、 久 し ぶ り に
会 っ た ヨ ー ロ ッ パの民間大使の方 々 と 再び密な連絡
網 がで き 、 一つ の国で は少人数で も 、 ヨ ー ロ ッ パ
ベー ス で県人会の繋が り を作って ゆ こ う と 話 し ま し
た。 こ れか ら の交流が楽 しみです。

浦崎 政美 （シドニー沖縄県人会会長）
今回 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会に初めて参加 し

ま し た。 前 回 、 第 3 回大会は ア メ リ カ の9/11テ ロ 事
件のため航空機利用が危惧さ れた為、 残念なが ら 大
会参加は断念 して し ま い ま した。
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第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ大会へ参加 した思い
出 は ま さ に涙、 涙 ま た涙、 久 し ぶ り に会う 家族 と の
再会で喜 びの涙、 前 夜祭行進で10年ぶ り に カ ナ ダの
カ ル ガ リ ー 県人会の先競達 と 再会 し た感激の涙、
オ ー プ ン ニ ン グセ レ モニ ー 、 又、 ク ロ ー ジ ン グセ レ
モ ニ ー で次か ら次へ と 繰 り 広げ ら れた素晴 ら し い ア
ト ラ ク シ ョ ン を 見ての興窟と 望郷の涙、 毎 日 バザー

で ウ チ ナ ー 料理を 食べた、 ヒ ジ ャ ー 汁 は 4 回 食べ
た、 同級生た ち と の再会、 中 に は33年ぶ り に 会 う 小
学校時代の友人がわ ざわ ざ僕を 訪ねて き て く れた こ
と に は誘 き の涙が出 ま し た。

大会後、 郷土喜劇の王女、 仲田幸子の率い る 喜劇
を 兄姉達 と 観賞 し 亡 き 父母の 事 を 想い な が ら 仲田幸
子の喜劇を 見て大いに泣き、 笑った事も印 象的です。

沖縄を 出 て か ら 、 早26年の 歳月 が過 ぎ、 今回 5 回
目 の帰沖。 が し か し な が ら 過去の帰沖がほ と ん ど法
事出席 （父母の葬式 な ど） のためで し たので、 今回
は大変楽 し い 沖縄里帰 り に な り ま し た。



こ れ ま で オ ー ス ト ラ リ ア か ら 世 界 の ウ チ ナ ー ン

チ ュ 大会の参加者 は あ り ま せんで し た。 そのため大
会現状 な ど に 対 し て は 無知で、 全 く 何を期待 し て い

い の か解 り ま せん で し た 。 沖縄か ら 遠 く 離れた北米
に 16年、 オ ー ス ト ラ リ ア に10年住んでい ま し たが、
こ の26年 間 、 ひ と 時 も 自 分が ウ チ ナ ー ン チ ュ だ と 言
う こ と を 忘れ た 事 は あ り ま せん。

そ し て 今 回 の こ の大会 に参加 し て 自 分が ウ チ ナ ー

ン チ ュ だ と 再認識 し て 、 誇 り に 思 い ま し た。 ま さ
に 、 素晴 ら し い ウ チ ナ ー グ チ の 通 り “ イ チ ャ リ バ

チ ョ ウ デー ＂ を 毎 日 実感 し た大会で した。 大会中 、
沢 山 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と 知 り 合 い、 4 年 後 の ウ チ

ナ ー ン チ ュ 大会での再会 を約束 し ま し た 。
特 に 印象深いの は 、 カ ラ オ ケ 大会で優勝 し た カ リ

フ ォ ー ニ ア の テ ッ ド渡口が一緒 に 写 し た記念写真 を
送 っ て き て く れた こ と です。 そ し て ノ ー ス キ ャ ロ ラ
イ ナ の照子ガー シ ア さ んか ら は ジ ャ ク ソ ン ピル県人
会 の 県人会 シ ャ ツ が送 ら れて き ま し た 。 ま た こ の大
会 を き っ か け に 沢 山 の ウ チ ナ ー ン チ ュ と イ ン タ ー

ネ ッ ト で情報交換が出 来る よ う に な り ま し た。
ま た 、 沖縄で沢山の “ も う 一つの沖縄＂ を発見 し

ま し た。 国際通 り 公設市場内 に あ る 三線ラ イ プの店
“茶蔵

＂
で は福里 さ んが歓迎の歌 を僕 ら の た め に即興

で作っ て 歌 っ て く れ ま し た 。 中 ノ 町 に あ る 吉本弁当

屋 は30年以上 も 美味 し い弁当 を提供 し続けて い て 、
読谷の や ち む んの里では相変わ ら ず最高級の や ち む
ん を作っ て い ま し た 。

今 回 、 僕の妻、 息子 は参加で き な か っ た。 僕の妻
は 沖縄 びい き の青い 目 の 白 人、 息子は 日 本語が喋れ
な い、 だ け ど二人 と も 沖縄が大好 き 。 僕 に と っ て大
切 な こ の 二 人 に 是非 と も 沖縄 を 見せ て 味 あ わ せ た
い 、 僕 の こ の 感 激 を 分 か ち 合 い た い 、 家族、 友人達

に 退 し く 大 き く 育 っ た息子 を 見て欲 し い。
最 後 に 、 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会開催 を 実現 し

し て く れた 県 と 関係者の皆様 に心か ら お礼 を 申 し上
げた い と 思 い ま す。 “ “ イ ッ ペ ー ニ ヘ ー デ ビ ル＂。
第 5 回 大会 は 多数の会員 、 そ し て絶対 に僕の家族全

員 で参加す る 事 を 誓 い ま す。
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2 今大会 の 特色 と 課題

第 4 回世界の ウ チ ナ ー ン チュ大会実行委員会

事務局長 知念 英信
幸運な こ と に 私 は 1990年 に 開催 し た 第 1 回 大 会 に

携わ る こ と がで き ま し た 。 初 め て 開 催す る 大会 に ど
の く ら い の ウ チ ナ ー ン チ ュ が参 加す る か も 想像で き
ず、 特に経済状況の 芳 し く な い南 米 か ら は ウ チ ナ ー

ン チ ュ が本 当 に 来 る の か と い う 声 さ え 聞 か れ ま し
た。 と こ ろ が大 会 に は2, 300人 を 超 え る ウ チ ナ ー ン
チ ュ が参加 し 、 そ の う ち 1 , 500人 余 り が南米 か ら の
参加者で し た。 大 会 は 大成功 し 、 参加 し た ウ チ ナ ー

ン チ ュ か ら は 次 回 大会 の 開催 を 望 む声が数多 く 聞 か
れ ま し た。 私 に と っ て も ウ チ ナ ー ン チ ュ の 絆 の 強
さ 、 ふ る さ と への 想 い の 強 さ を 実感 さ せ ら れた 大 会

で し た。
その後大会 は 2 回 、 3 回 と 回 を 重 ね 、 4 回 目 と な

る 今回、 事務局長 と し て 再 び ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に
携 わ る こ と がで き る こ と に 大 き な 喜 び を 感 じ る と と
も に 、 責任の重 さ も 感 じ ま し た。

第 1 回大会か ら 17年が経過 し 、 海外県系 人 を 取 り
巻 く 環境 も 大 き く 変 わ っ て い く 中 で、 今 大会 の テ ー

マ を 決め る た め に 海外県系 人 へ の ア ン ケ ー ト 、 有識

者 ヒ ア リ ン グ及 び過去大会 の 検証 を 行 い ま し た 。 そ
の結果、 世代交代が進 む 中 「 ネ ッ ト ワ ー ク の継承」
が海外県系人社会 に お け る 最 大 の 課題 で あ る こ と が
確認で き ま し た。

そ こ で今大 会 の テ ー マ を 「 ネ ッ ト ワ ー ク の継承及

び深化 ・ 拡充」 と し 、 移 住 世代 と こ れか ら 未来 を 創
造 し て い く 若 い 世 代 の 双方 に 焦点 を あ て た催 し を 多
数開催 し ま し た。

大 会 本 番 に は 海外 及 び国 内 か ら 過 去 最 多 と な る
4, 900人余 り の ウ チ ナ ー ン チ ュ が参加 し 、 参 加 者か

ら 「 こ れ ま で一番 良か っ た 」 や 「 ま た 参加 し た い」

と い う 声 を 聞 く こ と がで き 、 ご参加 い た だ い た こ と
に 感謝す る と と も に 重責 を な ん と か 果 た せ た か な と
ホ ッ と 胸 を な でお ろ し て い る と こ ろ です 。

大 会が終了 し た今 、 改め て 今大 会 の 特色 及 び課題
に つ い て振 り 返 っ て み た い と 思 い ま す。

( 1 ) 今大 会 の特色 と 成果

① ネ ッ ト ワ ー ク の継承 を 図 る 催 し を 多数実施 し
た こ と

今 回 大 会の コ ン セ プ ト であ る 「 ネ ッ ト ワ ー ク

の継承」 実現 に 向 け て は 、 次 世代 の 育成 が大 き

な 鍵 と な り ま す。 そ の た め前 回 大 会 に 引 き 続 き


